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（１）調査の目的 

   義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や

学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、

学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに、

そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

（２）調査の対象とする児童生徒 

 【小学校調査】 

小学校第６学年、義務教育学校前期課程第６学年、特別支援学校小学部第６学年 

【中学校調査】 

中学校第３学年、義務教育学校後期課程第３学年、 

中等教育学校前期課程第３学年、特別支援学校中学部第３学年 
 

（３）調査事項及び手法 

① 児童生徒に対する調査 

ア  教科に関する調査〔国語、算数・数学、理科〕 

出題内容はそれぞれ次の(ｱ)と(ｲ)を一体的に問うもの。 

(ｱ) 身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実

生活において不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ま

しい知識・技能等 

(ｲ) 知識・技能を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のため

の構想を立て実践し評価・改善する力等 

     ※調査問題は学習指導要領（平成 29年告示）に示された目標及び内容等に基づいて作成。 

イ  質問紙調査 

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する質問紙調査を実施。 

本年度の主な調査項目は以下のとおり。 

・挑戦心、達成感、規範意識、自己有用感等 

・地域や社会に関わる活動の状況等 

・ICTを活用した学習状況 

・主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況 

・学習に対する興味・関心や授業の理解度等 

 

  ② 学校に対する質問紙調査 

学校における指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育条件の整備

の状況等に関する質問紙調査を実施。 

本年度の主な調査項目は以下のとおり。 

      ・生徒指導等 

      ・学校運営に関する状況／教職員の資質向上に関する状況 

      ・主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況 

・ICTを活用した学習状況 

      ・各教科の指導方法 

      ・個に応じた指導 

      ・新型コロナウイルス感染症の影響 

      

※調査項目は毎年度文部科学省において決定。 

※全国学力・学習状況調査の開始当初（平成 19 年度）と比べて質問紙調査の質問項目数が増加し、

平成 30 年度より、毎年調査する項目と数年おきに調査する項目を分別し、質問項目数を選定。 
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（４）調査の方式 

   悉皆調査 

 

（５）調査日時  

令和４年４月 19日（火） 

   

【小学校調査】             

１時限目 ２時限目 ３時限目  

国語（45 分） 算数（45 分） 理科（45 分） 
児童質問紙 

（20～40 分程度） 

 

【中学校調査】 
１時限目 ２時限目 ３時限目  

国語（50 分） 数学（50 分） 理科（50 分） 
生徒質問紙 

（20～45 分程度） 

 

※児童生徒質問紙調査は、一部の学校において、PC・タブレット等の端末を活用したオン

ラインによる回答方式で実施。なお、オンラインによる回答方式で実施する場合、ネッ

トワーク等の状況を考慮し、４月 19日～４月 28日の期間中における回答を４月 19日

に実施した調査の結果として集計している。 

 

※調査の実施日に、特定の学校において調査を実施できないやむを得ない事情がある  

場合は、教育委員会及び学校等の判断により、当該学校における調査実施日を後日に

変更することができることとしている。調査実施日を後日に変更する場合、全体の   

集計からは除外するが、４月 20 日～５月 20 日に実施された調査については、採点    

及び調査結果の提供を行っている。 
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（６）集計児童生徒・学校数 

① 集計基準 

児童生徒に対する調査について、令和４年４月 19 日に実施された教科に関する 

調査及び質問紙調査の結果を集計。学校に対する質問紙調査については、在籍する 

児童生徒が調査を実施した学校の結果を集計。 

 

② 集計児童生徒数 

（小学校第６学年、義務教育学校前期課程第６学年、特別支援学校小学部第６学年） 

 調査対象児童数※1 
4月19日に調査を実施した

児童数※2 

【参考】 

4月19日～5月20日に調査

を実施した児童数 

公立 1,038,101人 965,761人 993,977人 

国立 6,498人 6,097人 6,332人 

私立 13,061人 6,253人 6,542人 

合計 1,057,660人 978,111人 1,006,851人 

 

 

（中学校第３学年、義務教育学校後期課程第３学年、 

中等教育学校前期課程第３学年、特別支援学校中学部第３学年） 

 調査対象生徒数※1 
4月19日に調査を実施した

生徒数※2 

【参考】 

4月19日～5月20日に調査

を実施した生徒数 

公立 994,935人 892,585人 905,178人 

国立 10,128人 9,640人 9,664人 

私立 82,226人 26,284人 26,827人 

合計 1,087,289人 928,509人 941,669人 

 

※1 調査対象児童生徒数について、公立・国立は、調査実施前に学校から申告された児童生徒

数、私立は、令和３年度学校基本調査による。調査当日までの転入出等により増減の可能

性がある。 

※2 調査を実施した児童生徒数は、回収した解答用紙が最も多かった教科の解答用紙の枚数で

算出。 
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③ 集計学校数 

（小学校、義務教育学校前期課程、特別支援学校小学部） 

 

調査対象者の

在籍する学校

数 

4月19日に調査を 

実施した学校数 

（実施率％） 

【参考】 

4月20日～5月20日

に調査を実施し

た学校数 

【参考】 

4月19日～5月20日に

調査を実施した学校

数（実施率％） 

公立 18,805校 
18,671校 

（99.3％） 
101校 

18,772校 

（99.8％） 

国立 75校 
73校 

（97.3％） 
2校 

75校 

（100.0％） 

私立 242校 
123校 

（50.8％） 
4校 

127校 

（52.5％） 

合計 19,122校 
18,867校 

（98.7％） 
107校 

18,974校 

（99.2％） 

 

 

（中学校、義務教育学校後期課程、中等教育学校前期課程、特別支援学校中学部） 

 

調査対象者の

在籍する学校

数 

4月19日に調査を 

実施した学校数 

（実施率％） 

【参考】 

4月20日～5月20日

に調査を実施し

た学校数 

【参考】 

4月19日～5月20日に

調査を実施した学校

数（実施率％） 

公立 9,437校 
9,348校 

（99.1％） 
60校 

9,408校 

（99.7％） 

国立 80校 
80校 

（100.0％） 
0校 

80校 

（100.0％） 

私立 765校 
334校 

（43.7％） 
5校 

339校 

（44.3％） 

合計 10,282校 
9,762校 

（94.9％） 
65校 

9,827校 

（95.6％） 
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（７）調査結果の解釈等に関する留意事項 

本調査は、幅広く児童生徒の学力や学習状況等を把握することなどを目的として 

実施しているが、実施教科が特定の教科のみであることや、必ずしも学習指導要領  

全体を網羅するものではないことなどから、本調査の結果については、児童生徒が  

身に付けるべき学力の特定の一部分であること、学校における教育活動の一側面に 

過ぎないことに留意することが必要である。 

本調査の結果においては、国語、算数・数学、理科ごとの平均正答数、平均正答率等

の数値を示しているが、平均正答数、平均正答率のみならず、中央値、標準偏差等の  

数値や分布の状況を表すグラフの形状など他の情報と合わせて総合的に結果を分析、

評価することが必要である。また、個々の問題や領域等に着目して学習指導上の課題を

把握・分析し、児童生徒一人一人の学習改善や学習意欲の向上につなげることも重要で

ある。  
 

＜用語説明＞  
語 句  説       明 

平均正答数   児童生徒の正答数の平均。 

平均正答率 平均正答数を百分率で表示。 
○国語、算数・数学、理科ごとの平均正答率は、それぞれの平均正答

数を設問数で割った値の百分率（概数）。 
○学習指導要領の領域、評価の観点、問題形式、問題ごとの平均正答

率は、それぞれの正答児童生徒数を全体の児童生徒数で割った値の

百分率。 

中央値 集団のデータを大きさの順に並べた時に真ん中に位置する値。 
平均値とともに集団における代表値として捉えられる。 

最頻値 集団のデータにおいて、最も多く現れる値。 

標準偏差 集団のデータの平均値からの離れ具合（散らばりの度合い）を表す 

数値。標準偏差が０とは、ばらつきがない（データの値が全て同じ）

ことを意味する。 

解答類型 各問題についての正答、予想される解答などの解答状況を分類し整理

したもの。 
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（８）調査結果の解釈等に関する留意事項

本調査は，幅広く児童生徒の学力や学習状況等を把握することなどを目的として実

施しているが，実施教科が特定の教科のみであることや，必ずしも学習指導要領全体

を網羅するものではないことなどから，本調査の結果については，児童生徒が身に付

けるべき学力の特定の一部分であること，学校における教育活動の一側面に過ぎない

ことに留意することが必要である。

本調査の結果においては，国語，算数・数学，英語ごとの平均正答数，平均正答率等

の数値を示しているが，平均正答数，平均正答率のみならず，中央値，標準偏差等の数

値や分布の状況を表すグラフの形状など他の情報と合わせて総合的に結果を分析，評

価することが必要である。また，個々の設問や領域等に着目して学習指導上の課題を把

握・分析し，児童生徒一人一人の学習改善や学習意欲の向上につなげることも重要であ

る。

＜用語説明＞

語 句 説 明

平均正答数 児童生徒の正答数の平均。

平均正答率 平均正答数を百分率で表示。

○国語，算数・数学，英語ごとの平均正答率は，それぞれの平均正答

数を設問数で割った値の百分率（概数）。

○学習指導要領の領域，評価の観点，問題形式，設問ごとの平均正答

率は，それぞれの正答児童生徒数を全体の児童生徒数で割った値の

百分率。

中央値 集団のデータを大きさの順に並べた時に真ん中に位置する値。

平均値とともに集団における代表値として捉えられる。

最頻値 集団のデータにおいて，最も多く現れる値。

標準偏差 集団のデータの平均値からの離れ具合（散らばりの度合い）を表す数

値。標準偏差が0とは，ばらつきがない（データの値が全て同じ）こと

を意味する。

相関係数 二つの変数間の関係の程度を一つの数値で表す指標。相関係数は－1

から1までの範囲の値をとり，1に近いほど正の相関，－1に近いほど

負の相関が強いことを表す。

解答類型 各設問についての正答，予想される誤答などの解答状況を分類し整理

したもの。
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（１）調査問題の内容、課題等、指導改善のポイント

○調査問題の内容
学習指導要領に示されている〔知識及び技能〕、〔思考力、判断力、表現力等〕の内容に基づき、全体を

視野に入れながら中心的に取り上げるものを精選して出題している。なお、小学校第５学年までの内容となる

ようにしている。

（例）■ 話合いにおける発言の理由として適切なものを選択する。

■ 「ごみ拾い」と「花植え」から公園の美化活動にふさわしいものを選び、問題点についての解決方法を

考えて、どのように話すかを書く。

■ 物語から伝わってくることを考え、推薦する文章の内容を書く。

■ 文章に対する感想の伝え合いを基にして、文章のよさを書く。

○課題等

〔知識及び技能〕

言葉の特徴や使い方に関する事項

◇ 話し言葉と書き言葉との違いを理解することはできている。〔 １一 〕

◆ 言葉には、相手とのつながりをつくる働きがあることを捉えることに課題がある。〔 １二 〕

◆ 学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うことに課題がある。〔 ３三 〕

我が国の言語文化に関する事項

◇ 漢字や仮名の大きさ、配列に注意して書くことはできている。〔 ３四 〕

〔思考力、判断力、表現力等〕

話すこと・聞くこと

◇ 必要なことを質問し、話し手が伝えたいことや自分が聞きたいことの中心を捉えることは

できている。〔 １三 〕

◆ 互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話し合い、自分の考えをまとめることに引き

続き課題がある。〔 １四 〕

書くこと

◆ 文章全体の構成や書き表し方などに着目して、文や文章を整えることに課題がある。

〔 ３一 〕

◆ 文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の文章のよいところを見付けることに課題がある。

〔 ３二 〕

読むこと

◇ 登場人物の相互関係について、描写を基に捉えることはできている。〔 ２一(2) 〕

◆ 登場人物の行動や気持ちなどについて、叙述を基に捉えることに課題がある。〔 ２一(1) 〕

◆ 人物像や物語の全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりすることに課題がある。

〔 ２二、三 〕

◇･･･比較的できている点 ◆･･･課題のある点 〔 〕内の記号は、問題番号
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○指導改善のポイント

〔知識及び技能〕

言葉の特徴や使い方に関する事項

○ 言葉には、相手とのつながりをつくる働きがあることを捉える指導の充実

・ 言葉には、話し手と聞き手の間に好ましい関係を築き、継続させる働きがある。話合いにおい

ては、相手とのつながりをつくる働きのある言葉を適切に用いながら、話合いを進めていくことが

大切である。言葉の働きに気付くことができるようにするためには、振り返りの場面などで、

自分たちの話合いの様子を確かめる活動を設定することが効果的である。

〔思考力、判断力、表現力等〕

話すこと・聞くこと

○ 互いの立場を明確にしながら計画的に話し合い、自分の考えをまとめる指導の充実

・ 「考えをまとめる」とは、話合いを通して様々な視点から検討し、互いの意見の共通点や相違

点、利点や問題点等をまとめることである。考えをまとめる際には、異なる意見を自分の考えに

生かせるように「～という意見もあったが」、「～という考えもあるけれど」などの表現を用い

られるようにすることが大切である。話合いの目的や方向性を検討する場面を設定したり、話合い

の展開や内容を踏まえて互いの意見を整理する方法を指導したりすることが効果的である。

書くこと

○ 文章全体の構成や書き表し方などに着目して、文や文章を整える指導の充実

・ 文章全体の構成や書き表し方などに着目して、文や文章を整えるとは、「題材の設定、情報の

収集、内容の検討」、「構成の検討」、「考えの形成、記述」の指導事項を観点として、文や文章

を推敲することである。指導事項の系統性を踏まえて、推敲する観点を明確にすることが大切で

ある。相手や目的を明確にして児童自らが推敲する必要性を実感して書くことができる言語活動

を設定したり、〔知識及び技能〕の(1)ウの表記の仕方や使い方に関する指導事項と関連を図って

指導したりすることが効果的である。

○ 文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の文章のよいところを見付ける指導の充実

・ 文章に対する感想や意見を伝え合うとは、互いの書いた文章を読み合い、目的や意図に応じた

文章の構成や展開になっているかなどについて、感想や意見を述べ合うことである。このことを

通して、自分の文章のよいところを見付けることができるように指導することが大切である。

目的や意図を相手に伝えたり、感想や意見を具体的に伝えたりする指導が効果的である。

読むこと

○ 人物像や物語の全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりする指導の充実

・ 物語の全体像は、登場人物や場面設定、個々の叙述などを基に、その世界や人物像などを豊かに

想像することで捉えられる。また、表現の効果を考えるとは、想像した人物像や全体像と関わら

せながら、様々な表現が読み手に与える効果について自分の考えを明らかにしていくことである。

「何が書かれているか」という内容面だけでなく、「どのように描かれているか」という表現面

にも着目して読むことが大切である。物語全体を捉えられるようにしたり、着目した複数の叙述

を基に考えたことを交流する場面を設定したりすることが効果的である。
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（２）集計結果（正答等の状況） 
【国語】 

児童数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値 

977,657人 9.2問/14問 65.8％ 10.0問 3.3問 12 問 

 

 

正答数分布グラフ（横軸:正答数、縦軸:児童の割合）    学習指導要領の内容の平均正答率 

 

 

 

 

分類・区分別集計結果                  

 

分類 区分 

対象 

問題数 

（問） 

平均 

正答率 

（％） 

学
習
指
導
要
領
の
内
容 

知識及び 

技能 

言葉の特徴や使い方に関する事項 5 69.2 

情報の扱い方に関する事項 0  

我が国の言語文化に関する事項 1 78.0 

思考力、 

判断力、 

表現力等 

話すこと・聞くこと 2 66.3 

書くこと 2 48.6 

読むこと 4 66.8 

評価の観点 

知識・技能 6 70.7 

思考・判断・表現 8 62.1 

主体的に学習に取り組む態度 0  

問題形式 

選択式 8 71.9 

短答式 3 63.8 

記述式 3 51.4 
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40%
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100%

問題別正答率「棒」・無解答率「折れ線」 

（横軸：問題番号、縦軸：児童の割合） 

1一         1二         1三         1四   2一(1)  2一(2)    2二         2三         3一        3二        3三 ア    3三 イ    3三 ウ      3四 

(問) 
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項 
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問題別集計結果 

 

言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項

情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項

我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１一
５･６
イ ○ ○ 85.6 0.9

１二
５･６
ア ○ ○ 68.9 1.0

１三
３･４
エ ○ ○ 84.8 1.0

１四
５･６
オ ○ ○ 47.8 3.0

２一
（１）

３･４
イ ○ ○ 68.6 1.0

２一
（２）

５･６
イ ○ ○ 70.8 1.5

２二
５･６
エ ○ ○ 68.5 12.1

２三
５･６
エ ○ ○ 59.4 3.2

３一
５･６
オ ○ ○ 59.4 2.5

３二
５･６
カ ○ ○ 37.9 14.4

３三ア
５･６
エ ○ ○ 65.3 8.0

３三イ
５･６
エ ○ ○ 58.9 10.1

３三ウ
５･６
エ ○ ○ 67.2 14.6

３四
３･４
エ

(イ)
○ ○ 78.0 5.9

【話し合いの様子の一部】における谷原さ
んの発言の理由として適切なものを選択す
る

話し言葉と書き言葉との違いを理解する

【話し合いの様子の一部】における谷原さ
んや中村さんの発言の理由として適切なも
のを選択する

問題番号 問題の概要 出題の趣旨

学習指導要領の内容

評価の観点 問題形式

 
正
答
率

(

％

)
 
無
解
答
率

(

％

)

知識及び技能
思考力、判断力、

表現力等

言葉には、相手とのつながりをつくる働き
があることを捉える

「ごみ拾い」か「花植え」かのどちらかを
選んで、　　　　でどのように話すかを書
く

互いの立場や意図を明確にしながら計画的
に話し合い、自分の考えをまとめる

「ぼく」の気持ちの説明として適切なもの
を選択する

登場人物の行動や気持ちなどについて、叙
述を基に捉える

【話し合いの様子の一部】で、中村さんが
前田さんに質問し、知りたかったことの説
明として適切なものを選択する

必要なことを質問し、話し手が伝えたいこ
とや自分が聞きたいことの中心を捉える

「老人」が未来の「ぼく」だと考えられる
ところとして適切なものを選択する

登場人物の相互関係について、描写を基に
捉える

物語から伝わってくることを考え、【森田
さんの文章】の　　    　に入る内容を書
く

人物像や物語の全体像を具体的に想像する

【山村さんの文章】の　　    　に入る内
容として適切なものを選択する

表現の効果を考える

【文章２】の　　　　　の部分を、どのよ
うなことに気を付けて書いたのか、適切な
ものを選択する

文章全体の構成や書き表し方などに着目し
て、文や文章を整える

（一）から（二）に書き直した際、気を付
けた内容として適切なものを選択する

漢字や仮名の大きさ、配列に注意して書く

【伝え合いの様子の一部】を基に、【文章
２】のよさを書く

文章に対する感想や意見を伝え合い、自分
の文章のよいところを見付ける

【文章２】の中の　　　部アを、漢字を
使って書き直す（ろくが）

学年別漢字配当表に示されている漢字を文
の中で正しく使う

【文章２】の中の　　　部イを、漢字を
使って書き直す（はんせい）

【文章２】の中の　　　部ウを、漢字を
使って書き直す（したしむ）

Ａ

Ｂ
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（３）地域の規模等の状況

 
［国語］ 

正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：児童の割合） 

 

 
 

（４）都道府県・指定都市の状況 

［国語］ 

正答率分布グラフ（横軸：平均正答率、縦軸：都道府県・指定都市数） 

 

 

 

 

※都道府県は指定都市を除く。全国（公立）の平均正答率は整数値で表示している。 

問 問 問 問 問 問 問 問 問 問 問 問 問 問 問

全国（公立）

大都市

中核市

その他の市

町村

へき地

％～ ％～ ％～ ％～ ％～ ％～ ％～ ％～ ％～ ％～

○ 平均正答数、平均正答率、中央値、標準偏差を見ると、地域の規模等（公立：大都市、中核 

市、その他の市、町村、へき地）による大きな差は見られない。 

○ 各都道府県・指定都市（公立）の状況については、平均正答率を見ると、全ての都道府県・

指定都市が平均正答率の±10％の範囲内であり、大きな差は見られない。 

※大都市（政令指定都市及び東京 区）、中核市、その他の市、町村の値は、当該地方公共団体の教育委員会が設置管理する公立
学校に在籍する児童の調査結果（正答数）を集計したものである（都道府県立学校は含まない）。 

※へき地の値は、へき地教育振興法及び各都道府県の条例（規則）によって指定された学校に在籍する児童の調査結果を集計した
ものである。大都市、中核市、その他の市、町村の値に重複する。 

14問

14問

14問

14問

14問

14問

町村 80,043人 64.1％ 9.0問 3.2問

へき地 16,025人 64.0％ 9.0問 3.2問

中核市 223,044人 65.9％ 10.0問 3.2問

その他の市 394,343人 64.9％ 10.0問 3.2問

全国（公立） 965,308人 65.6％ 10.0問 3.3問

大都市 267,586人 66.9％ 10.0問 3.3問

標準偏差児童数 平均正答数 平均正答率 中央値
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（５）教育委員会の状況 

 

［国語］ 

 
正答率分布グラフ（横軸：平均正答率、縦軸：教育委員会の割合） 

 

 

（６）学校の状況

 

［国語］ 

 
正答率分布グラフ（横軸：平均正答率、縦軸：学校の割合） 

 

14問 64.1％ 64.5％ 6.3％

教育委員会数
教育委員会の
平均正答数

教育委員会の
平均正答率

教育委員会の
中央値

教育委員会の
標準偏差

％～ ％～ ％～ ％～ ％～ ％～ ％～ ％～ ％～ ％～

14問18,864校 65.1％ 65.5％ 8.2％

学校数
学校の

平均正答数
学校の

平均正答率
学校の
中央値

学校の
標準偏差

％～ ％～ ％～ ％～ ％～ ％～ ％～ ％～ ％～ ％～

○ 各教育委員会の状況については、全国平均からの離れ具合を表す平均正答率の標準偏差を 

見ると、令和３年度と比べ、ばらつきに大きな変化は見られない。 

○ 各学校の状況については、全国平均からの離れ具合を表す平均正答率の標準偏差を見ると、 

令和３年度と比べ、ばらつきに大きな変化は見られない。 
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（７）国・公・私立学校の状況

 

［国語］ 

＜公立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：児童の割合） 

 

 

＜国立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：児童の割合） 

 

 

＜私立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：児童の割合） 

 

問 問 問 問 問 問 問 問 問 問 問 問 問 問 問

問 問 問 問 問 問 問 問 問 問 問 問 問 問 問

問 問 問 問 問 問 問 問 問 問 問 問 問 問 問

○ 国立・私立学校は一般的に入学者選抜を行っていることに留意する必要があるが、平均正答 

数について見ると、国立・私立学校は、公立学校を上回っている。 

14問965,308人 65.6％ 10.0問 3.3問

児童数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差

14問6,097人 79.8％ 12.0問 2.4問

児童数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差

14問6,252人 75.6％ 11.0問 2.7問

児童数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差
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（７）国・公・私立学校の状況

［国語］

＜公立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合）

＜国立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合）

＜私立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合）

○ 国立・私立学校は一般的に入学者選抜を行っていることに留意する必要があるが，平均正答

数について見ると，国立・私立学校は，公立学校を上回っている。
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（１）「３．教科に関する調査の各問題の分析結果と課題」の見方 
 
 調査問題について、出題の趣旨、学習指導要領における内容、解答類型と反応率、 
分析結果と課題、学習指導に当たってなどを記述しています。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
解答類型は、児童生徒一人一人の具体的な解答状況を把握することができるように、設

定する条件等に即して解答を分類、整理したものです。正誤だけではなく、児童生徒一人
一人の解答の状況（どこでつまずいているのか）等に着目した学習指導の改善・充実を図
る際に活用することができます。 
  ＜正答＞ 
   「◎」… 解答として求める条件を全て満たしている正答  
   「○」… 問題の趣旨に即し必要な条件を満たしている正答 
 ※反応率は小数第二位を四捨五入したものであるため、「◎」と「○」の反応率の合計

と正答率が一致しない場合や合計が 100％にならない場合があります。クロス集計につ
いても同様です。 

 
 
   
問題ごとに、以下の内容について記述しています。 
 ・ 正答率、課題の有無 
  ・ 特徴的な解答について、反応率、解答例、課題の詳細 
  ・ これまでの調査で見られた課題との関連        など 

 
 

解答類型と反応率 

分析結果と課題 

※図はイメージです。 

問題画像 

 調査問題を縮小して掲載しています。 

 

１．解答類型と反応率 

 解答類型ごとの反応率、正答の条件
を示しています。（詳細は下欄参照） 

趣旨 

 設問ごとの出題の意図、把握しよう
とする力などを記述しています。 
■学習指導要領における内容 

調査対象学年及び他の学年の児童
生徒への学習指導の改善・充実を図
る際に参考となるように、関係する
学習指導要領における内容を示して
います。 

 

出題の趣旨 

 問題ごとに出題の意図、把握しよう
とする力、場面設定などを記述してい
ます。 
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 調査問題に関係する内容について、各学年での日々の学習指導の改善・充実を図る際に
「解説資料」（本年４月公表）と併せて御活用ください。 

また、今年度から、授業の改善・充実により資するよう、これまで別途作成していた「授
業アイディア例」を本書に掲載し、調査結果の課題分析と課題の解決を図る事例を一体的
に示すことといたしました。 
なお、関連する過去の調査の報告書や授業アイディア例など、これまで作成した資料の

該当ページを記載していますので、これらの資料も併せて御活用ください。 

  

本書では、以下の資料については略称を用いています。 

資  料 略  称 

「平成○年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 ○学校 ○○」 「平成○年度【○学校】解説資料」 

「平成○年度 全国学力・学習状況調査 報告書 ○学校 ○○」 「平成○年度【○学校】報告書」 

「平成○年度 全国学力・学習状況調査【○学校】の結果を踏まえた授業アイディア例」 「平成○年度【○学校】授業アイディア例」 

「令和２年度   全国学力・学習状況調査  調査問題活用の参考資料 ○学校 ○○」 「令和２年度【○学校】活用の参考資料」 

「令和○年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 ○学校 ○○」 「令和○年度【○学校】解説資料」 

「令和○年度 全国学力・学習状況調査 報告書 ○学校 ○○」 「令和○年度【○学校】報告書」 

「令和○年度  全国学力・学習状況調査【○学校】の結果を踏まえた授業アイディア例」 「令和○年度【○学校】授業アイディア例」 

※図はイメージです。 
２．分析結果と課題 

 正答率、課題の有無、特徴的な解答
の分析、これまでの調査で見られた課
題との関連などを記述しています。 
（詳細は前ページの下欄参照） 
 

※出典等 

 著作物からの出題の場合に、出典及
び著作権者などについて示しています。
また、問題作成に当たって参考とした
ものについても示しています。 

授業アイディア例 

 授業の改善・充実を図る際の参考と
なるよう、授業アイディアの一例を示
しています。 

３．学習指導に当たって 

 調査結果を受け、学習指導の改善・
充実を図る際のポイントを問題ごとに
記述しています。（詳細は下欄参照） 

学習指導に当たって（授業アイディア例含む） 
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３．教科に関する調査の各問題の分析結果と課題

（２）小学校 国語

３
．
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国語１ 地域のためにできることについて話し合う(公園の美化)

１
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出題の趣旨

互いの立場を尊重しながら意図を明確にして話し合い、自分の考えを広げたりまとめたり

することができるかどうかをみる。

話合いでは、異なる立場からの考えを聞き、様々な視点から検討した上で、自分の考えを

広げたりまとめたりすることが大切である。その際、互いの立場や考えを尊重しながらも、

自分の考えを伝えたり必要なことを質問したりする力も求められる。また、話合いを通して、

言葉には相手とのつながりをつくる働きがあることや、話し言葉では誤解されやすい同音異義語

を避けるとよいことに気付くことができるように指導することも重要である。

本問では、学校の近くの公園をきれいにすることについて、互いの立場を明確にしながら話し

合う場面を設定した。岡さんたちは、公園をきれいにすることについて様々な視点から検討し、

複数のアイデアのよい点と問題点を明確にしながら話し合っている。ここでは、岡さんの立場を

通して、自分の考えを広げたりまとめたりすることが求められる。

なお、設問二では、〔知識及び技能〕の⑴「ア 言葉には、相手とのつながりをつくる働きが

あることに気付くこと。」を取り上げている。この指導事項は、平成29年告示の小学校学習指導

要領で新設されたものであり、本調査で取り上げることも初めてである。

また、設問四は、平成26年度【小学校】国語Ｂ１三（正答率28.4％）において、「立場を

明確にして、質問や意見を述べること」、平成30年度【小学校】国語Ｂ１三（正答率33.9％）

において、「話し手の意図を捉えながら聞き、自分の意見と比べるなどして考えをまとめる

こと」に課題が見られたことを踏まえて出題した。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連
〔第５学年及び第６学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ａ 話すこと・聞くこと

ウ それぞれの立場から考えを伝えるなどして話し合う活動。

１
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設問一

趣旨

話し言葉と書き言葉との違いを理解しているかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第５学年及び第６学年〕 知識及び技能

⑴ 言葉の特徴や使い方に関する事項

イ 話し言葉と書き言葉との違いに気付くこと。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

１ 一 １ １ と解答しているもの 6.3

２ ２ と解答しているもの 85.6 ◎

３ ３ と解答しているもの 6.0

４ ４ と解答しているもの 0.8

99 上記以外の解答 0.4

０ 無解答 0.9

２．分析結果と課題

○ 解答類型１は、「きかい」には、同じ音で異なる意味をもつ言葉があることは理解して

いるが、谷原さんが言葉の意味を説明することで、誤解を招かないようにしていることは

捉えることができなかったと考えられる。

○ 解答類型３は、谷原さんが言葉の意味を説明することで、同じ音で異なる意味をもつ言葉

と区別しようとしていることを捉えることができず、相手の考えを引き出すために繰り返し

伝えようとしていると捉えてしまったと考えられる。

３．学習指導に当たって

話し言葉と書き言葉との違いに気付く

〇 話し言葉には、そのままでは遡って内容を確認できない特質や、聞き手の反応を見ながら

修正したり、説明を付け加えたりできる特質がある。書き言葉には、読み手が文章を繰り

返し確認できることや意味の違いを漢字で使い分けて表すことができる特質がある。自分の

考えが正確に伝わるようにそれぞれの特質に配慮した使い分けを身に付けることが大切

である。

本設問では、聞き手に正しく理解してもらうために同じ音で異なる意味をもつ言葉と区別

して誤解を招かないように説明を付け加え、工夫していることに気付くことが求められる。

実際の授業場面では、スピーチなどのように、事前に原稿を用意して話す場合と、話合い

のように原稿を準備することなく話す場合とがある。原稿が準備できる場合においては、

聞き手の立場に立った上で、複雑な構文や誤解されやすい同音異義語などを避けるなど話す

内容を考えられるように指導する必要がある。

また、実際に話す場面において、話し手が聞き手のうなずきや表情に注意し、自分の話し

たことが伝わっているかを確かめながら、修正したり説明を付け加えたりしてその場の状況

に応じて話すことができるように指導することが大切である。

１
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設問二

趣旨

言葉には、相手とのつながりをつくる働きがあることを捉えることができるかどうかを

みる。

■学習指導要領における内容

〔第５学年及び第６学年〕 知識及び技能

⑴ 言葉の特徴や使い方に関する事項

ア 言葉には、相手とのつながりをつくる働きがあることに気付くこと。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

１ 二 １ １ と解答しているもの 6.1

２ ２ と解答しているもの 12.3

３ ３ と解答しているもの 11.3

４ ４ と解答しているもの 68.9 ◎

99 上記以外の解答 0.4

０ 無解答 1.0

２．分析結果と課題

○ 本設問の正答率は68.9％であった。解答類型１～３の反応率も踏まえると、言葉には、

相手とのつながりをつくる働きがあることを捉えることに課題があると考えられる。

○ 解答類型２は、谷原さんや中村さんの発言が友達の意見のよさを伝えるものであることを

捉えることができなかったと考えられる。

○ 解答類型３は、谷原さんや中村さんの発言の内容や「地域のためにできることについて

話し合う」という話合いの方向性を捉えることはできたが、言葉には、相手とのつながりを

つくる働きがあることを捉えることができなかったと考えられる。この中には、話合いは、

意見を一つにまとめるためのものであるという意識が強くある児童もいたと考えられる。

３．学習指導に当たって

言葉には、相手とのつながりをつくる働きがあることを捉える

○ 言葉には、話し手と聞き手の間に好ましい関係を築き、継続させる働きがある。特に話合い

においては、そうした相手とのつながりをつくる働きのある言葉を適切に用いながら、

話合いを進めていくことが大切である。

本設問では、話し手の発言の内容を適切に捉えた上で、「確かに」、「なるほど」と発言し

て、友達の意見のよさを伝え、認め合いながら話合いを進めることで、話し手と聞き手の間

に良好な関係を築きながら、自分の考えを広げたりまとめたりしていくことが求められて

いる。

学習指導に当たっては、話し手と聞き手の間に好ましい関係を築き、継続させる言葉の

働きに気付くことができるように、振り返りの場面などで自分たちの話合いの様子を確かめる

活動を設定することが考えられる。ここでは、本設問を活用した学習活動の例を示す。

１
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「言葉には、相手とのつながりをつくる働きがあること」について振り返る（学習活動の例）

岡さん

中村さん

今日の話し合いでは、公園をもっとたくさんの人に気持ちよく

使ってもらうために何をしたらよいかについて、みんなのアイデア

を聞いて、自分の考えがまとまったよ。ありがとう。

私も、みんなの意見を聞いて、自分の考えを広げることができ

たよ。今日は、いろいろな意見が出て、気持ちよく話し合いが進ん

でいたね。

何がよかったのか、自分たちの話し

合いを動画で見直してみるとよいですよ。

今日の話し合いが気持ちよく進んだのは、

どんな言葉を使ったからなのか、言葉

に着目してみてください。

こ の 場 面 で 、 谷 原 さ ん が

「確かに…ただ…」の発言を

した後、山下さんは、「もう

少し考えていきたい」と自分

の 考 え を 深 め よ う と し て い

るよね。

「確かに」と言ってもらえ

た こ と で 、 山 下 さ ん は 自 分

の 考 え を 認 め て も ら え た と

感 じ た の か な 。 ど う 感 じ た

かな？山下さん。

谷原さんに「確かに」と言っ

て も ら え て 、 自 分 の 考 え が

認 め ら れ た 感 じ が し た よ 。

こ の 場 面 、 最 初 か ら 「 難 し

そ う 」 と 言 わ れ て い た ら 、

自 分 の 考 え を 否 定 さ れ た よ

う に 感 じ て 、 も う 一 度 考 え

ようと思わなかっただろうな。

【話し合いの様子】

確かに、山下さんの言

うとおり、花を植えるこ

とは私たちにもできるし、

はなやかになり、よいと

思います。ただ、こまめ

に公園に行って花の水やり

などの世話を続けること

も難しそうですね。

その点については、もう

少し考えていきたいと

思っています。

山下さん

谷原さん

岡さん

前田さん

山下さん

教 師

１
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※本学習活動の例においては、「話合い」や「話し合い」の表記について、「話し合い」という表記に統一しています。

言葉に着目したよい振り返りができましたね。お互いの考えの

よさを認め、それを言葉で相手に伝えていくことで、話し合いが

気持ちよく進みやすくなるのですね。

この場面で、どうして中村

さんは「なるほど」って言っ

たの？

前田さんの意見は、自分に

は考えつかなかった意見だっ

たし、納得できたからだよ。

前 田 さ ん の お か げ で 、 自 分

の 考 え を 広 げ る こ と が で き

たよ。

「 な る ほ ど 」 と 言 っ て も

ら え た か ら 、 私 も 伝 え て よ

かったと思ったよ。その後、

岡 さ ん が 、 ど の ア イ デ ア も

い い ア イ デ ア だ と 、 み ん な

の 意 見 を 認 め て い た の も よ

かったね。

友達の考えに共感したり、

認めたりする言葉を使うと、

話し合いがしやすくなるね。

ふ だ ん の 会 話 や 他 の 学 習 で

も大事にしていきたいな。

【話し合いの様子】

なるほど、いいアイデア

ですね。ペンキをぬり直

して明るくすると、公園

がきれいになるというこ

とですね。

こうして、みなさんの

話を聞いてみると、どれ

も公園をきれいにするた

めのアイデアですね。

岡さん

中村さん

山下さん

中村さん

前田さん

山下さん

教 師

１
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設問三

趣旨

必要なことを質問し、話し手が伝えたいことや自分が聞きたいことの中心を捉えることが

できるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第３学年及び第４学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ａ 話すこと・聞くこと

エ 必要なことを記録したり質問したりしながら聞き、話し手が伝えたいことや自分が

聞きたいことの中心を捉え、自分の考えをもつこと。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

１ 三 １ １ と解答しているもの 6.0

２ ２ と解答しているもの 4.4

３ ３ と解答しているもの 84.8 ◎

４ ４ と解答しているもの 3.5

99 上記以外の解答 0.4

０ 無解答 1.0

２．分析結果と課題

○ 解答類型１は、「公園のすべり台やジャングルジムは、できてから時間がたっていて」とい

う前田さんの発言の一部だけを踏まえて中村さんが知りたかったことを考えてしまい、中村

さんが聞きたいことの中心を捉えることができなかったと考えられる。

３．学習指導に当たって

必要なことを記録したり質問したりして話の中心を捉える

○ 「話の中心を捉えること」には、話し手が伝えたいことの中心を捉えることと、自分が聞

きたいことの中心を明確にして聞くこととの二つの側面がある。話の中心を捉えるためには、

話題について興味や関心をもち、聞く目的を明確にしながら集中して聞くとともに、必要な

事柄を記録しながら話を聞いたり、聞いた事柄を基に分からない点や確かめたい点などを

質問したりすることが大切である。

中村さんは【話し合いの様子の一部】において、記録したり、分からない点について質問

したりして話し手の伝えたいことの中心を捉え、最終的にペンキをぬり直すことがよいとい

う自分の考えを表現している。本設問では、中村さんと前田さんのやりとりを踏まえ、中村

さんがどのような目的で質問しているのかを捉えることが求められる。

このように、実際の授業場面においても、質問するだけに終始せず、質問して分かったこ

とを踏まえて形成した自分の考えを表現できるように指導することが効果的である。そのた

めに、聞いたことについて、第１学年及び第２学年においては感想をもつこと、第３学年

及び第４学年においては自分の考えをもつこと、第５学年及び第６学年においては、話し手

の考えと比較しながら自分の考えをまとめることを系統的に指導していくことが大切である。

学習指導に当たっては、以下の資料も参考になる。

（参照）

「平成24年度【小学校】報告書」pp.125-126
https://www.nier.go.jp/12chousakekkahoukoku/03shou-gaiyou/24_shou_houkokusyo-4_kokugoa_2.pdf

１
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設問四

趣旨

互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話し合い、自分の考えをまとめることが

できるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第５学年及び第６学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ａ 話すこと・聞くこと

オ 互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話し合い、考えを広げたりまとめたり

すること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

１ 四 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① 以下の内容を取り上げて書いている。

a 「ごみ拾い」か「花植え」かのどちらかを選んで書いている。

b 選んだアイデアの問題点に対する解決方法を書いている。

② 【話し合いの様子の一部】から言葉や文を取り上げて書いている。

③ 50字以上、80字以内で書いている。

（正答例）

・ ごみ拾いがよいと思います。続けることがむずかしい点については、

当番を決めてごみを拾ったり、地いきの方にも呼びかけて協力しても

らったりするとよいと思います。（77字）

・ 花植えがよいと思います。花の世話を続けることは大変ですが、公

園をはなやかな感じにしたいので、みんなで当番を決めてけい続して

世話をすればよいと思います。（75字）

１ 条件①a、bの両方と、条件②、③を満たしているもの 47.8 ◎

２ 条件①a、bの両方と、条件②は満たしているが、条件③は満たして 0.2

いないもの

３ 条件①a、bの両方は満たしているが、条件②は満たしていないもの 3.0

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

４ 条件①a、②は満たしているが、条件①bは満たしていないもの 36.0

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

５ 条件①aは満たしているが、条件①b、②は満たしていないもの 3.7

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

６ 条件②は満たしているが、条件①aは満たしていないもの 5.3

＊条件①b、③を満たしているかどうかは不問とする。

99 上記以外の解答 1.0

０ 無解答 3.0

２．分析結果と課題

○ 平成26年度【小学校】国語Ｂ１三（正答率28.4％）において、「立場を明確にして、質問

や意見を述べること」、平成30年度【小学校】国語Ｂ１三（正答率33.9％）において、「話

し手の意図を捉えながら聞き、自分の意見と比べるなどして考えをまとめること」に課題

１
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があると指摘している。これに関連して、本設問では、互いの立場を明確にしながら話し合う

場面を取り上げた。本設問の正答率は47.8％であった。互いの立場や意図を明確にしなが

ら計画的に話し合い、自分の考えをまとめることに引き続き課題があると考えられる。

〇 解答類型４の具体的な例としては、以下のようなものがある。

（例）

・ 公園に花を植えたらいいと思います。理由は、公園をはなやかにすれば、みん

なも花から元気をもらえるからです。（52字）

・ ごみ拾いがよいと思います。やり続けようという気持ちをもてば、すぐにでき

るからです。（41字）

このように解答した児童は、「ごみ拾い」か「花植え」かのどちらかを選び、【話し合い

の様子の一部】から言葉や文を取り上げて書いているが、選んだアイデアの問題点に対す

る解決方法を書いていない。

この中には、問題点に対する解決方法にふれずに、アイデアを選んだ理由などを書いて

いる解答が見られた。本設問においては、岡さんが「取り組みやすいという理由で」と、

アイデアを選んだ理由については既に述べているため、理由は述べる必要がない。

このような状況が見られた児童は、話合いの目的を意識することができなかったり、

問題点を捉えることができなかったりしたと考えられる。また、問題点を捉えることがで

きても、問題点を踏まえた自分の考えをまとめることができなかった児童もいたと考えら

れる。「意見を言った後に理由を言う」などの学習の経験に基づいて解答してしまったこ

とも考えられる。

３．学習指導に当たって

互いの立場を明確にしながら計画的に話し合い、自分の考えをまとめる

○ 「考えをまとめる」とは、話合いを通して様々な視点から検討し、互いの意見の共通点や

相違点、利点や問題点等をまとめることである。話し合った後で考えをまとめる際には、

様々な視点から検討したことを踏まえて、自分の考えをまとめることが求められる。異なる

意見を自分の考えに生かせるように、例えば「～という意見もあったが」、「～という考え

もあるけれど」などの表現を用いられるようにすることが効果的である。

本設問では、「ごみ拾い」か「花植え」かのどちらかを選び、その問題点についての解決

方法を具体的に考えていくことが求められる。話合いの目的を意識しながら、自分のことと

して考えていくことが重要である。

学習指導に当たっては、話合いを始める際に話合いの目的や方向性を検討すること、話合い

の展開や内容を踏まえて互いの意見を整理すること、様々な視点から検討して自分の考えを

まとめることなどが重要である。

本問全体を活用した「授業アイディア例」を次に示す。

１
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授業アイディア例

「地域のためにできることについて話し合おう」 〈実施対象学年〉

～互いの立場を明確にしながら計画的に話し合い、考えをまとめる～ 第５・６学年

本授業アイディア例では、単元の流れに沿って、課題に応じた指導事例を以下のように

取り上げて紹介します。

①話し合いの目的を意識できず、自分のこととして考えることができていない場合→【指導事例①】

②互いの意見から必要な情報を見付けることができていない場合 →【指導事例②】

③自分の考えをまとめることができていない場合 →【指導事例③】

【指導事例①】
自分のこととして考えることができるように、話し合う際に、話し合

いの目的や方向性を確認し、計画的に話し合えるようにする

教師

このグループでは、話し合いの⽬的や⽅向性をみんなで確認していて、
とてもよいですね。確認したことを記録しておいて、話し合いのときに、
意識している点もよいですね。

話し合いを始める際に、話し合いの目的や方向性を確認する場を設けることが大切
です。必要に応じて、教師が本指導事例のような話し合いのモデルを示すことも考え
られます。

教師が、話し合いの目的や方向性を確認している児童の姿を価値付けたり、他
のグループに紹介したりすることも大切です。

また、グループで確認したことを記録に残すように促し、その後の話し合いにおい
ても、意識するように働き掛けていくと効果的です。

学級全体では、「地域のためにできることについて話し合おう」ということ
になったけれど、私たちのグループの話題と、話し合いの⽬的を確認しよう。

公園が汚れているのが気になるな。公園をきれいにして、もっとたくさん
の⼈に使ってもらいたいな。私たちのグループの話話題題は、「公園をきれいに
すること」にしよう。

今回の話し合いの目目的的は、公園をきれいにするために⾃分たちができるこ
とを考えるということだね。

話し合いの⽅向性と、具体的にどのように進めていくか、確認しよう。
方方向向性性としては、いろいろな考えを出し合いながら話し合っていきたいね。

まずは、それぞれの考え
を出し合っていこうか。
理由も聞きたいな。

よい点や問題点を整理し
ながら進めることも⼤事
だね。

話話題題 公園をきれいにすること
目目的的 公園をきれいにするために、自分たちができることを考える
方方向向性性 考えを広げるために話し合う

→そのために、互いの考えを明確にする
よい点や問題点を整理しながら進める

ググルルーーププでで確確認認ししたたこことと

１
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【指導事例②】
自分の意見と友達の意見を比べる場面では、必要な情報を見付ける

ために、よい点と問題点などを整理できるようにする

※ タブレット端末等で、教師があらかじめ作成した表を児童に

配付することも効果的です。

話し合う際には、目的に応じて、自分に合った情報の整理の仕方を選択し、情報を
整理すると、自分の考えをまとめる際の必要な情報が明確になります。

話し合う際に活用できるように、〔知識及び技能〕(2)「イ 情報と情報との関係付
けの仕方、図などによる語句と語句との関係の表し方を理解し使うこと。」と関連さ
せて指導していくことが効果的です。

話し合うとき、⽬的に合った⽅法で情報を整理すると、必要な情報
を⾒付けやすくなり、⾃分の考えをまとめるときに役⽴ちますね。

それぞれの考えを付箋に
書いてみて、よい点や問題点を
後で⽐べてみよう。

付箋を改めて⾒ると、ごみ
拾いと花植えは続けることが
共通する問題だな。

それぞれのよい点と問題点
を分けてみようかな。私は
タブレットを使おう。

⽐べてみると、花植えは
問題点が多く、いろいろな
ことを解決しないといけな
いな。

話し合いで出てきたそれ
ぞれの考えについて様々な点
から取り組みやすさを⽐べて
みよう。

取り組みやすさを⽐べてみ
ると、ごみ拾いがいちばん
取り組みやすそうだな。

【立場ごとに記録する（例１）】（話し合いながら） 【よい点と問題点に分ける（例２）】（話し合いながら）

【観点を決めて比べる（例３）】(意見が出そろったら)

花花植植ええ
・公公園園にに花花がが少少なないい

△△許許可可ををももららうう

○○ははななややかかなな感感じじににななるる

△△続続けけるるここととがが難難ししいい

ペペンンキキぬぬりり
・遊遊具具がが暗暗いい感感じじががすするる

○○明明るるいい感感じじににななるる

△△自自分分たたちちででででききるるかか分分かかららなないい

ごごみみ拾拾いい
・ごごみみががいいつつもも落落ちちてていいるる

○○すすぐぐににででききるる

△△続続けけるるここととがが難難ししいい

ごごみみ拾拾いい 花花植植ええ ペペンンキキぬぬりり

よよいい点点 ・・すすぐぐにに　　

　　ででききるる

・・ははななややかかなな

　　感感じじににななるる

・・明明るるいい感感じじにに　　

　　ななるる

問問題題点点 ・・続続けけるる

　　ここととがが

　　難難ししいい

・・許許可可がが必必要要

・・続続けけるるこことと

　　がが難難ししいい

・・花花のの準準備備がが

　　必必要要

・・自自分分たたちちでで

　　ででききるるかか

　　分分かかららなないい

・・ペペンンキキがが必必要要

１
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【指導事例③】 よい点や問題点を踏まえて、考えをまとめられるようにする

【話し合いの展開を踏まえていない例】

【考えと理由が区別されていない例】

話し合いを基に、⾃分の考えをまとめたいけれど、どう⾔っていいか、
分からないな。

⾃分の考えをまとめるのは、なかなか難しいですね。⾃分の考えをまとめ
るにはどのようにしたらよいでしょうか。調査問題の１の【話し合いの様子

の一部】の続きを、先⽣が３パターン考えて⽂章にしてみました。
パターン１～３について、みんなで考えてみましょう。

パターン１

みなさんのアイデアや

〈メモ〉から、取り組みや

すいという理由で、私は、

公園に花を植えたらよいと
思います。例えば、チューリップ
や朝顔がきれいだからよい
と思います。

パターン２

みなさんのアイデアや

〈メモ〉から、取り組みや

すいという理由で、私は、

公園に花を植えたらよいと
思います。なぜかというと、
公園をはなやかにすれば、
みんなも元気をもらえるから
です。

パターン１は、「みんなのアイデアや
メモから」と⾔っているけれど、話し合
いで出た問題点についてはふれていない
ね。話し合ったことを踏まえて、考えて
いくことが⼤事だね。

パターン２は、「取り組みやすいとい
う理由で」と、既に意⾒の理由を
述べているので、さらに、「なぜなら」
と繰り返し理由を⾔ってしまうと、
違和感があるね。

そうだね。意⾒の後には理由を⾔い
たくなるけれど、先に理由を⾔って
いるから、理由をまとめて⾔った⽅が
考えと区別されていいね。

そうだね。問題点を⼊れるとすると、
パターン１は、「世話を続けることは
難しいという問題点はあるけれど、
当番を決めればよいと思います」と、
まとめるといいよね。

それだったら、パターン２は、もう
理由は伝えているから、「世話を続ける
ことが難しいという問題点については、
当番を決めればよいです」と、まとめ
るといいよね。
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【問題点を踏まえて、自分の考えをまとめられている例】

【活用のポイント】

○ 本授業アイディア例のように、児童の学習の状況（つまずき）に応じた指導を行うこと

が重要です。

○ 本授業アイディア例のように、令和４年度全国学力・学習状況調査【小学校】国語１の

【話し合いの様子の一部】を教材として活用して、学習を展開することが考えられます。

※本授業アイディア例においては、「話合い」や「話し合い」の表記について、「話し合い」という表記に統一しています。

自分の考えをまとめる場面においては、考えをまとめていくときにはどうしたら
よいのかについて、児童が気付くことができる手立てをとることが大切です。

例えば、教師が作成したモデル文などを教材として、内容や分量、話し方などに
着目できるようにすると効果的です。

みなさん、よく気が付きましたね。⾃分の考えをまとめるときには、話し
合いを通して様々な視点から検討したことを踏まえることが⼤事ですね。
今回の話し合いでは、問題点が出されたので、その問題点を取り上げて、
それに対する解決⽅法を⽰す必要がありました。また、異なる意⾒を⾃分の
考えに⽣かしていくことも⼤事ですね。⾃分の考えが広がります。ふだん
から意識してみましょう。

パターン３

みなさんのアイデアや

〈メモ〉から、取り組みや

すいという理由で、私は、

公園に花を植えたらよいと思
います。世話を続けることが
難しいという問題点もありま
すが、当番を決めて行えばよ
いと思います。

パターン３は、話し合いでの検討を
踏まえて、⾃分の考えをまとめること
ができているね。

そうだね。パターン３は、話し合い
の中で出た、「花植えは、世話を続ける
ことが難しい」という問題点を踏まえて、
解決⽅法を⾃分で考えていて、とても
いいね。

花植えがよいという⾃分の考えに
対して、世話を続けることが難しいと
いう異なる意⾒も出たけれど、そのこと
を考えることで、⾃分の考えがより
広がっていくことが分かったね。

「〜という考えもあるけれど」とい
う表現を使ったりして、友達の意⾒を
受け⽌めることって、とても⼤事なん
だね。
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国語２ 物語を読んで、推薦する（那須田淳「銀色の幻想」）

２
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出題の趣旨

物語を読み、登場人物の気持ちや相互関係に着目して、物語の全体像を想像したり表現の

効果を考えたりすることができるかどうかをみる。

物語などを読む際には、「構造と内容の把握」、「精査・解釈」に関する指導事項の系統を

踏まえて指導することが重要である。「構造と内容の把握」については、第１学年及び第２学年

では、場面の様子や登場人物の行動などを、第３学年及び第４学年では、登場人物の行動や

気持ちなどを、第５学年及び第６学年では、登場人物の相互関係や心情などを捉えることが

大切である。「精査・解釈」については、第１学年及び第２学年では、登場人物の行動を、

第３学年及び第４学年では、登場人物の気持ちの変化や性格、情景を具体的に想像したり、

第５学年及び第６学年では、人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり、表現の効果を

考えたりすることが大切である。

本問では、不思議な出来事が描かれている物語を読み、友達と推薦し合うために、「銀色の

幻想」という題名の物語を選んで読み、推薦する内容をまとめる場面を設定した。森田さんは、

気になるところをもう一度読み、推薦する文章を書いている。ここでは、複数の叙述を基に、

登場人物の気持ちや相互関係を捉え、物語全体から伝わってくることを考えることが求められ

る。また、表現の効果に着目して物語を読んでいる山村さんの視点を通して、最後の一文の

効果を考えることも求められる。

なお、本問は、平成29年度【小学校】国語Ｂ３三（正答率43.9％）において、「物語を読み、

具体的な叙述を基に理由を明確にして、自分の考えをまとめること」に課題が見られたことを

踏まえて出題した。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第５学年及び第６学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｃ 読むこと

イ 詩や物語、伝記などを読み、内容を説明したり、自分の生き方などについて考えたことを

伝え合ったりする活動。
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設問一(1)

趣旨

登場人物の行動や気持ちなどについて、叙述を基に捉えることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第３学年及び第４学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｃ 読むこと

イ 登場人物の行動や気持ちなどについて、叙述を基に捉えること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

２ 一 １ ３・５と解答しているもの（順不同） 68.6 ◎

(1) ２ ３と解答しているが、５と解答していないもの 17.0

３ ５と解答しているが、３と解答していないもの 10.7

99 上記以外の解答 2.8

０ 無解答 1.0

２．分析結果と課題

〇 本設問の正答率は68.6％であった。解答類型２と解答類型３の反応率も踏まえると、登場

人物の行動や気持ちなどについて、叙述を基に捉えることに課題があると考えられる。

〇 解答類型２と、解答類型３の反応率の合計は27.7％である。これらは、「ぼく」の「本物

の宇宙船を作ることへのあこがれ」か「模型の宇宙船を見た感動」かのどちらかしか捉える

ことができなかったと考えられる。この中には、登場人物の行動や気持ちについて、物語全体

を通して、複数の叙述を基に捉えることができなかった児童がいたと考えられる。

３．学習指導に当たって

登場人物の行動や気持ちなどについて、叙述を基に捉える

○ 登場人物の行動の背景には、その行動に至るまでの気持ちがある場合が多い。そうした

登場人物の気持ちを、行動や会話、地の文などの叙述を基に捉えていくことが求められる。

本設問において、森田さんは、付箋を貼ったところをもう一度読み、友達に推薦する内容

を考えている。それは、「ぼく」が「模型の宇宙船をだきしめた」ときの気持ちを明らかに

することが、物語を推薦する上で必要だと考えたからである。本設問では、「ぼくはうっとり

してしまった。」、「ようし、いつかぼくが作ろうっと。」など、複数の叙述を基に、「ぼく」

が「模型の宇宙船をだきしめた」ときの気持ちを捉えることが求められている。

学習指導に当たっては、本設問のように、登場人物の行動や気持ちを捉えることが必要と

なる言語活動を設定し、物語全体を見通して、複数の叙述を基に行動や気持ちを捉えること

ができるように指導することが大切である。その際に、「どこからそう思ったのか」など、

捉えたことの基になる叙述を明らかにすることを指導すると効果的である。児童が複数の

叙述に着目することができるように、捉えたことと基にした叙述について交流する活動を

設定することも考えられる。
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設問一(2)

趣旨

登場人物の相互関係について、描写を基に捉えることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第５学年及び第６学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｃ 読むこと

イ 登場人物の相互関係や心情などについて、描写を基に捉えること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

２ 一 １ １・５と解答しているもの（順不同） 70.8 ◎

(2) ２ １と解答しているが、５と解答していないもの 7.1

３ ５と解答しているが、１と解答していないもの 13.5

99 上記以外の解答 7.1

０ 無解答 1.5

２．分析結果と課題

○ 解答類型２と、解答類型３の反応率の合計は20.6％である。これらは、「『ぼく』しか

知り得ないであろうことを『老人』が知っているかもしれないと考えられる描写」か、

「『老人』と『ぼく』に一致する点があると考えられる描写」のどちらかしか捉えることが

できなかったと考えられる。この中には、登場人物の相互関係について、物語全体を通して、

複数の描写を基に捉えることができなかった児童がいたと考えられる。

３．学習指導に当たって

登場人物の相互関係について、描写を基に捉える

○ 登場人物の相互関係を捉えるためには、描写に着目しながら読み進めていくことが重要で

ある。登場人物の相互関係は直接的に描写されている場合もあるが、暗示的に表現されてい

る場合もある。このような表現の仕方にも注意し、想像を豊かにしながら読むことが大切に

なる。

本設問では、「老人」は未来の「ぼく」であるかもしれないという二人の関係が分かる

描写を捉える必要がある。森田さんは、推薦する文章で、「ぼく」と「老人」の相互関係が

描かれていることを伝えようとしており、そのために、物語全体をもう一度読み、複数の

描写に着目して相互関係を捉えようとしている。

学習指導に当たっては、物語の一部分だけを取り上げて登場人物の相互関係について考え

るのではなく、物語全体を通して、相互関係について描かれている複数の描写に着目しなが

ら読むことができるように指導することが効果的である。物語の全文が一枚の用紙に掲載さ

れたシートを活用したり、登場人物の相互関係を物語の展開に合わせて人物相関図などに

表したりすることなども考えられる。

２
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設問二

趣旨

人物像や物語の全体像を具体的に想像することができるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第５学年及び第６学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｃ 読むこと

エ 人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりすること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

２ 二 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① この物語から伝わってくることを考えて書いている。

② 10字以上、30字以内で書いている。

（正答例）

・ 夢をもち続ければ、いつかかなえられるということです。(26字)

・ 今を大切にすることが明るい未来につながるということです。(28字）

・ 好きなことをもつ大切さです。(14字)

１ 条件①、②を満たしているもの 68.5 ◎

２ 条件①を満たしているが、条件②は満たしていないもの 0.3

99 上記以外の解答 19.1

０ 無解答 12.1

２．分析結果と課題

○ 本設問の正答率は68.5％であった。解答類型99と解答類型０の反応率も踏まえると、

人物像や物語の全体像を具体的に想像することに課題があると考えられる。設問三の正答率

も踏まえると、〔思考力、判断力、表現力等〕の「Ｃ読むこと」のエに関する指導事項の

定着に課題があると考えられる。

○ 解答類型１の具体的な例としては、以下のようなものがある。

（例）

・ 夢をもつことが大切だということです。(18字)

・ 好きなことを続けることが、未来の役に立つということです。（28字）

・ 自分の夢を想像する楽しさと夢に向かって進む勇気です。（26字）

・ 想像したことが現実になるかもしれないという希望です。（26字）

・ 夢中になったことはきっと未来にも続いていくということです。（29字）

・ 未来の自分が今の自分を応えんしてくれているということです。（29字）

・ 未来の自分も活やくしているかもしれないということです。（27字）

このように解答した児童は、森田さんが、前向きな気持ちになることを挙げていることを

踏まえて、この物語から伝わってくることを考えて書いていると考えられる。この中には、

「うちゅう船を作った『老人』」が「未来の『ぼく』かもしれない」という関係などを

手掛かりにして、物語の全体像を具体的に想像することができたと考えられる解答が見ら

れた。

２
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○ 解答類型99の具体的な例としては、以下のようなものがある。

（例）

・ 今と未来はつながっていないということです。(21字)

・ 未来からきたおばあさんが教えてくれた努力するすばらしさです。（30字）

・ 過去や未来にいけるうちゅう船を作りたいということです。（27字）

・ ふりかえると老人も宇宙船もあとかたもなく消えていたことです。（30字）

このように解答した児童は、森田さんが、前向きな気持ちになることを挙げていることを

踏まえて書いていなかったり、【物語の一部】の内容に基づいて書いていなかったりしてい

る。否定的な内容に終始した解答や物語の内容を捉えることができていない解答、【森田さ

んの文章】や【物語の一部】の付箋が貼ってある部分などを写したと考えられる解答などが

見られた。

このことから、森田さんが前向きな気持ちになることを挙げていることを踏まえ、「ぼく」

と「老人」の相互関係や「ぼく」の人物像などから物語の全体像を具体的に想像し、この

物語から伝わってくることをまとめることができなかったと考えられる。

３．学習指導に当たって

人物像や物語の全体像を具体的に想像する

○ 登場人物の人物像を具体的に想像するためには、登場人物の行動や会話、様子などを表し

ている複数の叙述を結び付け、それらを基に性格や考え方などを総合して判断することが

必要である。また、物語の全体像は、登場人物や場面設定、個々の叙述などを基にした物語

の世界や人物像などを豊かに想像したり、登場人物の相互関係を手掛かりにして考えたりす

ることで捉えられる。このように、「何が書かれているか」という内容面だけでなく、

「どのように描かれているか」という表現面にも着目して読むことが、物語の全体像を

具体的に想像するために重要である。

本設問では、森田さんが物語を推薦する理由として、前向きな気持ちになることを挙げて

いる。それは、「老人」に出会った「ぼく」を通して、物語全体から感じていることである。

森田さんは、「ぼく」と「老人」との相互関係や「ぼく」の人物像を手掛かりにして、物語

の全体像を具体的に想像して推薦する文章に書いている。

学習指導に当たっては、着目した叙述を複数取り上げ、そこから考えられることをノート

やワークシートにまとめたり、考えたことを交流したりすることで物語の全体像を明確にす

ることが効果的である。

２
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設問三

趣旨

表現の効果を考えることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第５学年及び第６学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｃ 読むこと

エ 人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりすること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

２ 三 １ １ と解答しているもの 8.4

２ ２ と解答しているもの 59.4 ◎

３ ３ と解答しているもの 21.1

４ ４ と解答しているもの 7.7

99 上記以外の解答 0.3

０ 無解答 3.2

２．分析結果と課題

○ 本設問の正答率は59.4％であった。表現の効果を考えることに課題があると考えられる。

〇 解答類型１は、色の表現を使っていることを捉えることはできているが、季節が変わる

展開ではないため、物語の全体像と関わらせながら表現の効果を考えることができなかった

と考えられる。

〇 解答類型３は、空と風の表現を使っていることを捉えることはできたが、「ぼく」が宇宙

に行った話ではないため、物語の全体像と関わらせながら表現の効果を考えることができ

なかったと考えられる。

３．学習指導に当たって

表現の効果を考える

○ 表現の効果を考えるとは、想像した人物像や全体像と関わらせながら、様々な表現が読み

手に与える効果について自分の考えを明らかにしていくことである。

本設問では、山村さんは物語全体を通して、「ぼく」が出会った「老人」が、過去や未来

に行ける宇宙船を作った未来の「ぼく」かもしれないと思わせる表現に着目しながら読み

進めている。そして、「ただ、透明な空の青さのなかで、ススキの穂波が銀色に光り、風に

そよいでいるだけだった。」という最後の一文が、「ぼく」が体験した信じられないような

出来事を印象付けているという表現の効果について考えている。

学習指導に当たっては、第３学年及び第４学年の「エ 登場人物の気持ちの変化や性格、

情景について、場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像すること」と、第５学年及び

第６学年の「エ 人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたり

すること」を系統立てて指導することが大切である。また、表現の効果を考えることができ

るようにするためには、感動やユーモアなどを生み出す優れた叙述、暗示性の高い表現、

メッセージや題材を強く意識させる表現などに着目して読むことを指導すると効果的である。

２
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本問全体の学習指導に当たって

授業アイディア例

「不思議な出来事が描かれている物語を読み、友達とすいせんし合おう」 〈実施対象学年〉

～登場人物の相互関係や心情に着目し、人物像や物語の全体像を想像する～ 第５・６学年

本授業アイディア例では、令和４年度全国学力・学習状況調査【小学校】国語２で取り

上げた物語「銀色の幻想」を活用した指導事例を単元の学習の流れに沿って紹介します。

◇ 教師は、単元で取り上げる指導事項を明確にし、児童の学習の経験などを踏まえて、

単元の学習の流れを考えています。

年間指導計画等を基に、単元で取り上げる指導事項を明確にすることが重要です。

取り上げる指導事項を基に、単元の目標と評価規準を設定し、単元の目標を実現するた

めに適した言語活動を、児童の学習の経験や状況を踏まえて位置付けることが大切です。

また、資質・能力の三つの柱の関連を図り、指導の効果を高めることが求められます。

本授業アイディア例では、〔知識及び技能〕の(3)オの読書に関する指導事項や「学びに

向かう力、人間性等」に関する目標との関連を図り、指導の効果を高めるために、意図的

に２時間目と７時間目に、選んだ本を読む活動を設定しています。

① 学習の見通しをもつ。

② 共通教材（教科書教材等）

を読み、友達に推薦するこ

とを意識して気になるとこ

ろに付箋を貼り、交流する。

③ 登場人物の相互関係につ

いて描写を基に捉える。

④⑤ 物語の全体像について

考え、推薦する文章を書く。

⑥ 友達が書いた推薦する文

章を読んで交流し、単元全体

を振り返る。

① 学習の見通しをもつ。

② 気になる本を数冊読み、自分が推薦

する物語を決める。

③ 選んだ物語を読み、気になるところ

に付箋を貼り、登場人物の相互関係や

心情などについて描写を基に捉える。

④⑤ 物語の全体像を具体的に想像し、

推薦する文章を書く。

⑥ 友達が書いた推薦する文章を読んで

交流する。

⑦ 友達が推薦した物語を読み、単元全体

を振り返る。

不
思
議
な
出
来
事
が
描
か
れ
て
い
る
物
語
を
読
み
、
友
達
と
推
薦
し
合
う

教師

【学習の流れ】

選んだ本を活用する学習の例

【学習の流れ（別案）】

共通教材を活用する学習の例

この単元では、〔思考⼒、判断⼒、表現⼒等〕の「C読むこと」の「精査
・解釈」に関する指導事項を重点的に取り上げ、定着を図ることにしよう。
友達と推薦し合うという⾔語活動を設定し、不思議な出来事が描かれてい
る物語を取り上げることで、物語の全体像や表現の効果を考えることがで
きるようにしよう。

この学級の児童は、共通教材を読んで、登場⼈物の⼈物像など物語全体
から考えたことを推薦する学習（【学習の流れ（別案）】）の経験があるな。
だから、今回は、選んだ本を活⽤する流れ（【学習の流れ】）で進めていこう。
学校司書さんにも相談して、様々な描写から⼈物像や全体像を想像できる
物語をいくつか選んでおこう。

２
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①／７ 学習の見通しをもつ

◇ 森田さんたちは、不思議な出来事が描かれている物語を読み、推薦する文章を書いて

友達と推薦し合うことにし、どのような観点で物語を読むか考えています。

森田さん

読むことの単元では、本と出合う導入の場面が重要です。単元で取り上げる指導事項

や言語活動を踏まえて本を選ぶことや、児童の実態を踏まえて冊数やページ数など

を考慮することが大切です。教師が、司書教諭・学校司書等と連携して、本を用意

したり、ブックトーク等で紹介したりすることなども考えられます。

これまでに物語を推薦した経験などを想起しながら、読む目的や読みの観点（登場

人物の人物像、登場人物の相互関係、物語の展開、表現の効果など）を明確にできるよ

うにすることが大切です。

みなさんは、これ
までに不思議な出
来事が描かれてい
る物語を読んだこ
とはありますか。

動 物 と ⼈ 間 が
交流したり、恩返
ししたりする話を
読んだことがあり
ます。動物と⼈間
の関係が⾯⽩かった
です。

あるきっかけで不思議な世界に⾏き、事件を解決して戻ってくる話を
読んだことがあります。他にも、もっと読んでみたいです。

それでは、不思議な出来事が描かれている物語を友達と推薦し合うこ
とにしましょう。これまでの経験として、物語を紹介したり推薦したり
するときは、どのようなことを⼤切にしてきましたか。

その物語ならではの特徴や⾯⽩さを伝えることを⼤切にしました。
物語の展開や登場⼈物同⼠の関係などに着⽬しました。

物語の展開や⼈物同⼠の関係は、複数の⾔葉や⽂を⼿掛かりにして
考えることが⼤事だったと思います。

教師

これまでに学習したことを読む観点にして、不思議な出来事が描かれ
ている物語を読んで、友達と推薦し合いましょう。今回の学習では、
森⽥さんが⾔ってくれたように、複数の⾔葉や⽂を基にして、物語全体
を通して描かれていることを推薦できるようにしましょう。
今回は、図書の先⽣に物語を紹介していただき、推薦したい物語を

選びましょう。

【板書の例】

山村さん
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③／７ 登場人物の相互関係や心情などについて描写を基に捉える

◇ 森田さんは、登場人物の相互関係に着目して「銀色の幻想」を読み、【全文を掲載した

シート】を活用し、付箋を貼りながら、「ぼく」と「老人」の相互関係について考え

ています。さらに、同じ物語を選んだ友達と交流しながら、付箋を付け足しています。

登場人物の相互関係は直接的に描写されている場合もありますが、暗示的に表現さ

れている場合もあります。登場人物の相互関係に基づいた行動や会話、情景などに

注意して読むことを促し、捉えることができるように指導することが効果的です。

自分一人の読みでは気付かないことでも、交流することで気付くことがあります。

ここで取り上げた森田さんが、「ぼく」と「老人」の関係を捉えたいという目的をもって

いるように、目的意識をもって交流できるようにすることが大切です。

ほら、ここにも「先週、図⼯の時間に、ぼくが描いた宇宙船の絵に
そっくりだった。」と書かれているよ。「ぼく」と「⽼⼈」が何か関係が
あることを遠回しに描いているのではないかな。

私もそう思う。他にも、「ぼく」がポートレートの額縁に刻まれた
⽂字を⾒たところで、「同姓同名か……。」という⽂があるよ。ここから
も、「⽼⼈」と「ぼく」が同⼀⼈物かもしれないと読むことができるよ。

そうだね。「ぼく」と「⽼⼈」の関係が描かれているところに着⽬し
て物語を読み進めていくと、⼆⼈が同⼀⼈物であることが遠回しに描か
れていることも分かるね。それがこの物語の魅⼒の⼀つだと思うな。

登場⼈物同⼠の関係は、物語全体を通して描かれている場合が多いで
すね。森⽥さんたちが気付いたように、登場⼈物同⼠の関係が分かる
描写をいくつも⾒付けて考えることが⼤切です。

山村さん

僕は、⼈物の関係に着⽬したよ。ここに「だれにも、教えたことが
なかったのに。」、「（ひょっとしたら、⽼⼈は六⼗年未来からやってきた
ぼく？）」と書かれているんだ。ここから、「⽼⼈」は未来の「ぼく」か
もしれないと考えたよ。他にも⼆⼈の関係が分かるところはあるかな。森田さん

教師
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と
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に

え
が
い
て
い
る

同
せ
い
同
名

→

同
一
人
物
か
も
し
れ
な
い

だ
れ
に
も
、教
え
た
こ
と
が
な
い

→

「
老
人
」
は
未
来
の

「
ぼ
く
」
か
も
し
れ
な
い

【全文を掲載したシートの例（一部）】

【物語の一部】は、野上暁編『ものがたり12か月 秋ものがたり』

（2008年９月 偕成社）収録 那須田淳『銀色の幻想』による。

問題作成の都合上、一部表記を改めたところがある。
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④⑤／７ 物語の全体像を具体的に想像し、推薦する文章を書く

◇ 教師は、児童の状況を踏まえ、物語の全体像について想像したことを、どのように

推薦する文章に書くかについて、学級全体で考えてみることにしました。

【板書の例】

物語の全体像を想像する場合、「どんな物語か」という内容面だけでなく、「どのよ

うに描かれているか」という表現面にも着目できるようにすることが大切です。その

ためには、推薦する文章をまとめる際に使う言葉などを具体的に考えることができる

ようにすると効果的です。

私は、最後の⼀⽂がとても印象に残ったので、「○○という⼀⽂が、
〜を印象づけている。」というようにまとめようと思っています。

前に、「○○な表現が⽂章全体に散りばめられている。」や「○○を
味わうことができる物語」という⾔葉を使ってまとめました。

なるほど。僕は、登場⼈物の関係が⾯⽩かったので、「この物語は、
登場⼈物同⼠の関係が表されている表現を探しながら読む楽しさを味わ
うことができる物語」といった感じで推薦してみようと思います。

「どんな物語か」ということだけでなく、「どのように描かれている
か」ということにも着⽬することで、物語の全体像を具体的にイメージ
することができ、その物語ならではのよさが明らかになりますね。それ
では、「どんな物語か」、「どのように描かれているか」ということに着⽬
して、選んだ物語の全体像を改めて考えて、まとめてみましょう。

「ぼく」と「⽼⼈」が同⼀⼈物かもしれないということが、物語全体
を通して遠回しに描かれていて、それが、この物語の魅⼒の⼀つだと
思うな。でも、そのことを推薦する⽂章で伝えるのが難しいなあ。

森⽥さんが悩んでいることは、他の物語にも関係することなので、みんな
で考えてみましょう。みなさん、物語全体を通して描かれていることを、
どのように伝えますか。これまでの学習も思い出してみてください。

森田さん

教師

山村さん

不
思
議
な
出
来
事
が
え
が
か
れ
て
い
る
物
語
を

す
い
せ
ん
す
る
た
め
に
、物
語
の
全
体
像
を
考
え
よ
う
。

めめ
ああ
てて

●●

「
ど
の
よ
う
に
え
が
か
れ
て
い
る
か
」
を

伝
え
る
た
め
に
使
う
言
葉
の
例

・〇
〇
と
い
う
一
文
が

˜
を
印
象
づ
け
て
い
る
。

・〇
〇
な
表
現
が
文
章
全
体
に

散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。

・〇
〇
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
物
語

・〇
〇
を
通
し
て
、

〇
〇
が
伝
わ
っ
て
く
る
物
語

物
語
の
全
体
像

「「
どど
んん
なな
物物
語語
かか
」」
をを
伝伝
ええ
るる
とと
きき
はは

★★
登登
場場
人人
物物
のの
人人
物物
像像

★★
登登
場場
人人
物物
同同
士士
のの
関関
係係

★★
物物
語語
のの
展展
開開

★★
様様
々々
なな
表表
現現

なな
どど
にに
着着
目目

物物
語語
全全
体体
をを
通通
しし
てて
ええ
がが
かか
れれ
てて
いい
るる
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す
い
せ
ん
し
た
い
と
こ
ろ

〇
遠
回
し
に
、「
老
人
」
は
未
来
の
「
ぼ
く
」
と
え
が
か
れ
て
い
る

・「
だ
れ
に
も
、教
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
に
。」

・「
(
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、老
人
は
六
十
年
未
来
か
ら
や
っ
て
き
た

ぼ
く
？
)
」

・「
ぼ
く
が
か
い
た
う
ち
ゅ
う
船
の
絵
に
そ
っ
く
り
だ
っ
た
。」※

・「
同
せ
い
同
名
か…

…

。」※
↓

※

友
達
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と

「
老
人
」
が
未
来
の
「
ぼ
く
」
か
も
し
れ
な
い
と
思
わ
せ
る
表
現
を

さ
が
し
て
読
む
楽
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
物
語

「
老
人
」

過
去
や
未
来
に
い
け
る
う
ち
ゅ
う
船
を
実
際
に
作
っ
た
有
名
人

〇
こ
の
物
語
を
読
む
と
、前
向
き
に
な
る

・「
へ
え
、ぼ
く
も
そ
う
。」

・「
そ
れ
が
ぼ
く
の
夢
だ
っ
た
。」

↓

「
ぼ
く
」

過
去
や
未
来
に
い
け
る
う
ち
ゅ
う
船
を
作
り
た
い
と
夢
み
て
い
る

同
一
人
物

→

夢
が
か
な
う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

気
持
ち
に
な
る
物
語

「
老
人
」

過
去
や
未
来
に
い
け
る
う
ち
ゅ
う
船
を
実
際
に
作
っ
た
有
名
人

◇ 森田さんは、物語の全体像を想像し、同じ物語を読んだ友達と交流して考えを深めています。

【森田さんのノートの一部】

物語の全体像は、「登場人物の人物像」や「登場人物の相互関係」、「物語の展開」

などの複数の観点から読むことで、想像することができます。

気になる叙述を基にして、考えたことを交流する場面を設定することで、全体像を

より具体的に捉えることができるようにすると効果的です。

今、森⽥さんが話してくれたことは、私は気付かなかったな。ぜひ、
そのことも推薦する⽂章に書くといいと思うよ。

「へえ、ぼくもそう。」というところから、「ぼく」は「宇宙もの」が⼤好き
ということが分かったり、「それがぼくの夢だった。」というところから、
「ぼく」が宇宙船を作りたいと思っていることが伝わってきたりするでしょ。
そんな「ぼく」と、実際に宇宙船を作った「⽼⼈」が同⼀⼈物かもしれな
いと考えると、夢がかなうかもしれないという気持ちになるんだ。

森⽥さんは、どうしてそういう気持ちになったの？

僕は「だれにも、教えたことがなかったのに。」と「（ひょっとしたら、
⽼⼈は六⼗年未来からやってきたぼく？）」の⽂や、みんなから教えて
もらった⽂から、遠回しに「⽼⼈」は未来の「ぼく」と描かれているところ
がいいと思ったので、そのことを推薦する⽂章に書こうと思っているんだ。

森⽥さんは、どうして遠回しに「⽼⼈」は未来の「ぼく」と描かれて
いるところがいいと思ったのかな。

「⽼⼈」が未来の「ぼく」かもしれないという⼆⼈の関係が、物語全体
に描かれてあって、それを探しながら読むことが楽しいと思ったからだよ。
それだけでなく、この物語を読むと、前向きな気持ちになれることが

魅⼒だと思うんだよな。そのことも推薦する⽂章に書こうかなあ。

森田さん

山村さん

２
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⑥／７ 友達が書いた推薦する文章を読んで交流する

◇ 森田さんたちは、同じ物語を読んだ友達と推薦する文章を読み合い、さらに、

他の物語を読んだ友達とも読み合うことにしました。

「銀⾊の幻想」を、「⽼⼈」は未来の「ぼく」かもしれないと考えて
読んだ点は、⼭村さんと共通していたね。⼭村さんが最後の⼀⽂に着⽬
したところが、なるほどなと思ったよ。読み終わった後に物語の世界に
ひたることができるのは、「ぼく」が体験した信じられない出来事を情景
として表しているからだという考えに納得したよ。何度も出てくる
「ススキ」や題名にも関連する「銀⾊」という表現に何か意味がありそ
うなので、もう⼀度読んで考えてみたいな。

物語の魅⼒をどのように捉えたかについて、共通点や相違点は何かを
考えながら、同同じじ物物語語をを読読んんだだ友友達達と推薦する⽂章を読み合いましょう。

私は、森⽥さんの推薦する⽂章を読んで、「銀⾊の幻想」は、ただ不思議
な出来事が描かれている物語というだけではなく、「夢をもち続ければ、
いつかかなえられる」のように前向きな気持ちにさせてくれるところも、
この物語のよさなのだということに気付かされたよ。

同じ物語なのに、⼈によって読み⽅が違っていて⾯⽩いな。他の
物語を読んだ友達は、魅⼒をどのように捉えたのかな。

山村さん

森田さん

教師

【
森
田
さ
ん
が
書
い
た
推
薦
す
る
文
章
】

【
山
村
さ
ん
が
書
い
た
推
薦
す
る
文
章
】

こ
れ
は
、
過
去
や
未
来
に
い
け
る
う
ち
ゅ
う
船
を
作

り
た
い
と
思
っ
て
い
る
「
ぼ
く
」
と
、
そ
ん
な
う
ち
ゅ
う
船

を
作
った
「老
人
」
の
物
語
で
す
。

こ
の
物
語
は
、
「
老
人
」
が
未
来
の
「
ぼ
く
」
か
も
し
れ

な
い
と
思
わ
せ
る
表
現
を
さ
が
し
て
読
む
楽
し
さ
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
こ
の
物

語
を
読
む
と
、
わ
た
し
は
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
「
老
人
」
に
出
会
った
「
ぼ
く
」

を
通
し
て
、
こ
の
物
語
が
わ
た
し
に
伝
え
て
く
れ
る
こ

と
が
あ
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
は
、
夢
を
も
ち
続
け
れ

ば
、
い
つ
か
か
な
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
物
語
は
、
主
人
公
の
「
ぼ
く
」
が
自
分
と
同
じ
名

前
の
も
け
い
店
で
「
老
人
」
と
出
会
う
こ
と
か
ら
始
ま

る
。「

老
人
」
は
、
未
来
の
「
ぼ
く
」
の
す
が
た
か
も
し
れ

な
い
の
だ
が
、
読
者
に
そ
う
思
わ
せ
る
表
現
が
文
章
全

体
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
読
み
進
め
る

う
ち
に
、
物
語
の
世
界
に
ど
ん
ど
ん
引
き
こ
ま
れ
て
い

く
。
そ
し
て
、
最
後
の
一
文
「
た
だ
、
透
明
な
空
の
青

さ
の
な
か
で
、
ス
ス
キ
の
穂
波
が
銀
色
に
光
り
、
風
に

そ
よ
い
で
い
る
だ
け
だ
っ
た
。
」
は
、
「
ぼ
く
」
が
体
験
し

た
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
出
来
事
を
印
象
づ
け
て
い

る
。読

み
終
わ
っ
た
後
も
物
語
の
世
界
に
ひ
た
る
こ
と
が

で
き
る
お
す
す
め
の
作
品
だ
。
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【６時間目の森田さんの振り返り】

【活用のポイント】

○ 本授業アイディア例のように、児童の学習の経験に応じて、学習の展開を工夫する

ことが大切です。

○ 本授業アイディア例のように、令和４年度全国学力・学習状況調査【小学校】国語２の

【物語の一部】、【森田さんの文章】、【山村さんの文章】を教材として活用して、学習を

展開することが考えられます。

※出典等

【物語の一部】は、野上暁編『ものがたり12か月 秋ものがたり』（2008年９月 偕成社）収録

那須田淳『銀色の幻想』による。問題作成の都合上、一部表記を改めたところがある。

森⽥さんは、「銀⾊の幻想」を読んで、前向きな気持ちになったんだね。
私が読んだら、どんな気持ちになるのかな。「銀⾊の幻想」をじっくり
読んでみたくなったよ。

⼤野さんの推薦する⽂章を読んでいると、とても興味深いね。「銀⾊の
幻想」のような読み⽅をしたら、どんなことが伝わってくるのかな。
⼭村さんのように表現の効果に着⽬した読み⽅もしてみたいな。

登場人物の気持ちや人物の関係、情景など、物語全体の様々なことを結び付け

て考えたことで、物語の世界をより豊かに想像することができるようになりました。

次の時間に他の本を読むときには、表現の効果に着目することも意識していきたい

です。

次の時間は、友達の読み⽅を参考にしながら、もう⼀度同じ物語を
読んだり、他の物語も読んだりして、単元全体を振り返りましょう。

大野さん

森田さん

では、他他のの物物語語をを読読んんだだ友友達達とも、推薦する⽂章を読み合いましょう。

２
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国語３ 経験を基に考えたことを書く（六年生としてがんばりたいこと）

３
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出題の趣旨

文章全体の構成に着目して文章を整えたり、文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の

文章のよいところを見付けたりすることができるかどうかをみる。

読み手に自分の考えを明確に伝えるためには、自分で書いた文章を読み返し、文や文章を

整えることが必要である。その際、第５学年及び第６学年においては、内容や表現に一貫性が

あるか、目的に照らして適切な構成や記述になっているか、事実と感想、意見とが区別して書

かれているか、引用の仕方、図表やグラフの用い方は適切かといったことなどを観点として、

文や文章を整えることが大切である。

また、推敲で取り上げた観点を含め、様々な観点で互いの書いた文章を読み合い、感想や

意見を伝え合うことによって、他者の文章のよいところを見付けるだけでなく、自分の文章の

よいところを見付けることができるようにすることが大切である。

本問では、「六年生としてがんばりたいこと」を書く場面を設定した。島谷さんは、自分の

考えが明確に伝わるように、文章を書き直したり、友達の川口さんと書いた文章を読み合い、

感想を伝え合ったりしている。ここでは、文章全体の構成に着目して文章を整えたり、伝え

合った感想や意見を基に、自分の文章のよいところを書いてまとめたりすることが求められる。

また、相手の読みやすさを考えて漢字を正しく書くことや、行の中心に注意して書くことも

求められる。

なお、設問ニでは、〔思考力、判断力、表現力等〕の「Ｂ書くこと」の「共有」に関する指導

事項を取り上げている。この指導事項を本調査で取り上げることは初めてである。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連
〔第５学年及び第６学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｂ 書くこと

ウ 事実や経験を基に、感じたり考えたりしたことや自分にとっての意味について文章に

書く活動。

３
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設問一

趣旨

文章全体の構成や書き表し方などに着目して、文や文章を整えることができるかどうかを

みる。

■学習指導要領における内容

〔第５学年及び第６学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｂ 書くこと

オ 文章全体の構成や書き表し方などに着目して、文や文章を整えること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

３ 一 １ １ と解答しているもの 59.4 ◎

２ ２ と解答しているもの 15.3

３ ３ と解答しているもの 7.5

４ ４ と解答しているもの 15.1

99 上記以外の解答 0.2

０ 無解答 2.5

２．分析結果と課題

○ 本設問の正答率は59.4％であった。文章全体の構成や書き表し方などに着目して、文や

文章を整えることに課題があると考えられる。ここでは、島谷さんが、自分の考えが明確

に伝わるように、文章全体の構成に着目して文章を整え、自分の考えを最初に書いている

ことを捉える必要がある。

○ 解答類型２は、自分の考えが明確に伝わるように書いていることは捉えているが、引用

して書くことと自分の考えを書くこととの区別ができなかったと考えられる。

○ 解答類型４は、文章全体の構成に着目して文章を整えていることは捉えているが、考え

の理由を最初には書いていないことを捉えることができなったと考えられる。この中には、

最初に書き加えたことの意図を捉えることができなかった児童もいたと考えられる。

３．学習指導に当たって

文章全体の構成や書き表し方などに着目して、文や文章を整える

○ 文章全体の構成や書き表し方などに着目して、文や文章を整えるとは、「題材の設定、

情報の収集、内容の検討」、「構成の検討」、「考えの形成、記述」の指導事項を観点として、

文や文章を推敲することである。第５学年及び第６学年においては、文章全体を見たときに、

内容や表現に一貫性があるか、目的や意図に照らして適切な構成や記述になっているか、事実

と感想、意見とが区別して書かれているか、引用の仕方、図表やグラフなどの用い方は適切

かといったことなどを観点として推敲することが重要となる。

本設問では、島谷さんが「六年生としてがんばりたいこと」というテーマで書いた【文章１】

を推敲し、自分の考えが明確に読み手に伝わるように、文章全体の構成に着目して文章を

整え、自分の考えを最初に書いていることを捉えることが求められる。

学習指導に当たっては、書く相手や目的に応じて自分が書いた文章を読み直し、整える

ことができるように指導することが大切である。その際、読み手にとって分かりやすい文章
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にしたり、自分の伝えたいことをより明確にしたりすることを意識し、推敲する必要性を感じ

ることができるようにすることが重要である。

また、推敲する際には、観点を明確にすることが重要である。観点を設定する上では、

〔思考力、判断力、表現力等〕の推敲に関する指導事項の系統を踏まえることが大切である。

また、第１学年及び第２学年においては、〔知識及び技能〕の(1）ウにおける表記の仕方や

使い方などとの関連を図ることで、指導の効果を高めることが考えられる。

第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年 第５学年及び第６学年

〔思考力、 エ 文章を読み返す習慣 エ 間違いを正したり、 オ 文章全体の構成や書

判断力、 を付けるとともに、間 相手や目的を意識した き表し方などに着目し

表現力等〕 違いを正したり、語と 表現になっているかを て、文や文章を整える

Ｂ 書く 語や文と文との続き方 確かめたりして、文や こと。

こと を確かめたりすること。 文章を整えること。

推敲

さらに、間違いに気付いて正したり、構成や書き表し方の適切さを確かめたりして、

整った文章になったことを児童が自覚し、「推敲してよかった」という実感が得られることが

大切である。他教科等の学習においても、文や文章を整えることを働き掛け、推敲することの

よさを感じられるようにすることが考えられる。推敲することが習慣になるように、働き掛ける

ことが重要である。
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ＩＣＴを活用して推敲する(学習活動の例)

ここでは、本設問を活用して、文章の構成を推敲する学習活動の例を以下に示す。文書作成

ソフト等を用いることで、文を書き加えたりコピーしたりすることができるなどのＩＣＴのよさを

生かした例である。

書
き
直
し
た
【
文
章
２
】

【
文
章
１
】

わ
た
し
は
、
五
年
生
の
時
、
美
化
委
員
長
の
南
さ
ん
が

卒
業
す
る
前
に
話
し
て
く
れ
た
、
み
ん
な
に
そ
う
じ
用
具
の

正
し
い
使
い
方
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を
も
ち
、

正
し
く
使
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
学
級
の
様
子
を
ろ
く
が

し
て
、
各
学
級
に
し
ょ
う
か
い
し
た
と
い
う
活
動
が
す
ば

ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
話
を
聞
き
、
五
年
生
の
時
に
さ
い
ば
い
委
員
会
で

自
分
が
行
っ
た
活
動
を
ふ
り
返
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
当

番
の
日
に
水
や
り
を
す
る
だ
け
で
、
南
さ
ん
の
よ
う
に
、

み
ん
な
の
た
め
に
新
た
な
活
動
を
提
案
で
き
な
か
っ
た
こ

と
を
は
ん
せ
い
し
ま
し
た
。

わ
た
し
は
今
年
、
運
動
委
員
に
な
り
ま
し
た
。
運
動
が

苦
手
な
人
も
し
た
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
ル
ー
ル

や
道
具
を
く
ふ
う
し
た
、
お
に
遊
び
や
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
を

各
学
級
に
し
ょ
う
か
い
し
た
い
で
す
。 一一

文文
がが
長長
いい

いい
ちち
ばば
んん
伝伝
ええ
たた
いい
ここ
とと

そ
う
考
え
た
の
は
、
五
年
生
の
時
、
美
化
委
員
長
の
南

さ
ん
が
卒
業
す
る
前
に
話
し
て
く
れ
た
、
活
動
へ
の
思
い

が
す
ば
ら
し
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
南
さ
ん
は
、
み
ん

な
に
そ
う
じ
用
具
の
正
し
い
使
い
方
を
知
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
思
い
を
も
ち
、
正
し
く
使
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
学

級
の
様
子
を
ろ
く
が
し
て
、
各
学
級
に
し
ょ
う
か
い
し
た

そ
う
で
す
。

こ
の
話
を
聞
き
、
五
年
生
の
時
に
さ
い
ば
い
委
員
会
で

自
分
が
行
っ
た
活
動
を
ふ
り
返
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
当

番
の
日
に
水
や
り
を
す
る
だ
け
で
、
南
さ
ん
の
よ
う
に
、

み
ん
な
の
た
め
に
新
た
な
活
動
を
提
案
で
き
な
か
っ
た
こ

と
を
は
ん
せ
い
し
ま
し
た
。

わ
た
し
は
今
年
、
運
動
委
員
に
な
り
ま
し
た
。
運
動
が

苦
手
な
人
も
し
た
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
ル
ー
ル

や
道
具
を
く
ふ
う
し
た
、
お
に
遊
び
や
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
を

各
学
級
に
し
ょ
う
か
い
し
た
い
で
す
。

わ
た
し
が
こ
の
一
年
間
で
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
は
、

運
動
委
員
と
し
て
み
ん
な
の
こ
と
を
考
え
た
新
た
な
活

動
を
進
め
る
こ
と
で
す
。

いちばん伝えたいことをはじめに書いたことで、改めて自分の考えがはっきりしたな。

これで、自分の考えがより伝わると思うな。

いちばん伝えたいことを文章のはじめに書けば、読む人の印象に残るかな。それと、

南さんの話のところの一文が長いから直したいな。

この構成で、私の考えがみんなにちゃんと伝わるかな。最後の段落を切り取って、はじ

めにもってくるか…そもそも、私がいちばん伝えたいことは何かと言うと…
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設問二

趣旨

文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の文章のよいところを見付けることができるか

どうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第５学年及び第６学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｂ 書くこと

カ 文章全体の構成や展開が明確になっているかなど、文章に対する感想や意見を伝え

合い、自分の文章のよいところを見付けること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

３ 二 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① 【文章２】のよさについて以下のことを書いている。

a 聞いたことや経験したことをもとにしていること

b 最後の段落にがんばりたいことを具体的に書いていること

c a、b以外のこと

② 【文章２】から言葉や文を取り上げて書いている。

③ 60字以上、100字以内で書いている。

（正答例）

・ わたしの文章のよさは、今年がんばりたいことを伝えるために、南

さんの話や、さいばい委員の活動で反省したことを書いたり、運動委

員として進めたい新たな活動を、最後のだん落に具体的に書いたりし

たところです。（99字）（解答類型１）

・ わたしの文章のよさは、自分の経験したことをもとに書いたところ

です。五年生の時のさいばい委員会での自分の活動をもとに六年生で

取り組みたいことを書くことで、がんばりたいという思いを伝えるこ

とができました。（100字）（解答類型４）

・ 最後のだん落に「運動が苦手な人にも親しんでもらえるように、ルー

ルや道具をくふうしたおに遊びやボールゲームを各学級にしょうかい

したい」と、一年間でがんばりたいことを具体的に書いたところが文

章のよさです。（100字）（解答類型７）

・ わたしの文章のよさは、最初のだん落で「この一年間でがんばりた

いことは、運動委員としてみんなのことを考えた新たな活動を進めるこ

とです」と書くことで、読む人に六年生としての決意を伝えようとし

たところです。（100字）（解答類型10）

１ 条件①、②、③を満たしているもののうち、条件①については、 1.9 ◎

a、bの両方を書いているもの

２ 条件①、②は満たしているが、条件③は満たしていないもののうち、 0.0

条件①については、a、bの両方を書いているもの

３ 条件①は満たしているが、条件②は満たしていないもののうち、 1.1

条件①については、a、bの両方を書いているもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。
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４ 条件①、②、③を満たしているもののうち、条件①については、 15.6 ◎

aを書いているもの

５ 条件①、②は満たしているが、条件③は満たしていないもののうち、 0.3

条件①については、aを書いているもの

６ 条件①は満たしているが、条件②は満たしていないもののうち、 2.8

条件①については、aを書いているもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

７ 条件①、②、③を満たしているもののうち、条件①については、 5.1 ◎

bを書いているもの

８ 条件①、②は満たしているが、条件③は満たしていないもののうち、 0.0

条件①については、bを書いているもの

９ 条件①は満たしているが、条件②は満たしていないもののうち、 1.7

条件①については、bを書いているもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

10 条件①、②、③を満たしているもののうち、条件①については、 15.2 ◎

cを書いているもの

11 条件①、②は満たしているが、条件③は満たしていないもののうち、 0.4

条件①については、cを書いているもの

12 条件①は満たしているが、条件②は満たしていないもののうち、 4.3

条件①については、cを書いているもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

13 条件②は満たしているが、条件①は満たしていないもの 28.3

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

99 上記以外の解答 8.8

０ 無解答 14.4

２．分析結果と課題

○ 本設問の正答率は、解答類型１、４、７、10の合計の、37.9％であった。文章に対する

感想や意見を伝え合い、自分の文章のよいところを見付けることに課題があると考えられる。

○ 正答の中では、解答類型４の反応率が高い。具体的な例としては、以下のようなものが

ある。

（例）

・ わたしの文章のよさは、五年生の時の美化委員長の南さんが、卒業する前に話し

てくれた活動への思いがすばらしいと思ったことをもとにして文章を書いていると

ころです。（78字）

このように解答した児童は、【文章２】のよさとして、「聞いたことや経験したことを

もとにしていること」を書き、【文章２】から言葉や文を取り上げて、60字以上100字以内で

書いている。

この中には、【伝え合いの様子の一部】で川口さんが指摘している「上級生が話してくれた

ことや、委員会で活動したことをもとにしている」というよさを踏まえて考えた児童がいた

と考えられる。
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○ 解答類型10の具体的な例としては、以下のようなものがある。

（例）

・ わたしの文章のよいところは、最初に、「この一年間でがんばりたいことは」と

自分の考えをはっきり書いてから、その次に、「そう考えたのは」と考えの理由を

書いたところです。(82字)

このように解答した児童は、【文章２】のよさとして、「聞いたことや経験したことを

もとにしていること」と「最後の段落にがんばりたいことを具体的に書いていること」以外

のことを書き、【文章２】から言葉や文を取り上げて、60字以上100字以内で書いている。

例えば、文章全体の構成や展開について取り上げている解答などが見られた。

この中には、【伝え合いの様子の一部】で川口さんが指摘しているよさを踏まえた上で、

他にも自分なりによさを考え、見付けた様々なよさの中から、よりよいものを選んで書いた

児童がいたと考えられる。一方で、【伝え合いの様子の一部】で川口さんが指摘している

よさは踏まえずに、これまでに学習した経験などを基にして、自分なりによさを考えた児童も

いたと考えられる。

○ 解答類型13の具体的な例としては、以下のようなものがある。

（例）

・ わたしは、五年生の時、美化委員長の南さんの話を聞き、さいばい委員会で自分

が行った活動をふり返って、みんなのために新たな活動を提案できなかったことを

反省しました。(80字)

このように解答した児童は、【文章２】から言葉や文を取り上げている。しかし、【文章２】

のよさについて書いていない。このことから、島谷さんと川口さんの【伝え合いの様子の一部】

の内容を踏まえるなどして、【文章２】のよいところを見付けることができなかったと考えら

れる。

この中には、【伝え合いの様子の一部】の内容を踏まえずに、【文章２】だけを見て、その

よさを考えずに文字数に合わせて語や文を書き写すことにとどまっている児童がいたと考え

られる。また、【文章２】のよさを考えることはできたが、それを言葉に表すことができな

かった児童もいたと考えられる。

いずれの場合においても、互いの書いた文章を読み合い、具体的に感想や意見を伝え

合うことを通して、よさを見付けたり、よさを言葉に表したりすることができるように指導

することが必要であると考えられる。

３．学習指導に当たって

文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の文章のよいところを見付ける

○ 「共有」に関する指導事項の定着を図るためには、互いの文章に対する感想や意見を伝え

合うことを通して、自分の文章のよいところを見付けることができるように指導することが

重要である。自分の文章のよいところとは、第１学年及び第２学年では、「内容や記述など

に見られる具体的なよさ」、第３学年及び第４学年では、「書こうとしたことの明確さ」、

第５学年及び第６学年では、「文章全体の構成や展開の明確さ」などである。

本設問では、「六年生としてがんばりたいこと」を伝えることが目的であり、【伝え合い

の様子の一部】において、島谷さんは、「私のがんばろうとしていることが伝わるかな」と

川口さんに聞いている。また、【伝え合いの様子の一部】の川口さんのように、「最後の
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段落がいいね。なぜかというと、～」というように、よいところを具体的に言葉で表して

いる。

学習指導に当たっては、伝え合う経験を積み重ねていくことで、自分の文章のよいとこ

ろを見付けたり、それを言葉で表したりする指導が大切である。本設問のように、自分が

書いた目的や意図を相手に伝えたり、感想や意見を具体的に伝え合ったりすることができ

るように指導すると効果的である。

さらに、互いの文章を読み合うことで、経験の取り上げ方や言葉の選び方、書き方の工夫を

認め合い、自分の表現に生かそうとすることも大切である。自分の文章のよいところを

見付ける経験を重ねることが望まれる。

具体的に感想や意見を伝え合い、伝え合ったことを基にして自分の文章のよさを書く

ことができるようにするための指導事例を次の「授業アイディア例」に示す。
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授業アイディア例

「六年生としてがんばりたいことを書こう」 〈実施対象学年〉

～文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の文章のよいところを見付ける～ 第５・６学年

本授業アイディア例では、ペアで伝え合っている様子を教師が確認し、その状況に応じて、

指導したり評価したりする指導事例を紹介します。

ペア１ 文章全体の構成や展開について伝え合っている例

教師

みなさんはこれまで、「六年⽣としてがんばりたいこと」を明確に伝える
ために、⽂章全体の構成や書き表し⽅を⼯夫して書いてきましたね。
この時間は、みなさんが書いてきた⽂章を読み合って、感想や意⾒を伝え

合い、友達の⽂章や⾃分の⽂章のよいところを⾒付けましょう。

島谷さん

がんばりたいことが明確に伝わるように、⾃分の考えを最初に書いて
みたんだけれど、どうかなあ。

わ
た
し
が
こ
の
一
年
間
で
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
は
、
運
動
委
員
と
し

て
み
ん
な
の
こ
と
を
考
え
た
新
た
な
活
動
を
進
め
る
こ
と
で
す
。

そ
う
考
え
た
の
は
、
五
年
生
の
時
、
美
化
委
員
長
の
南
さ
ん
が
卒

業
す
る
前
に
話
し
て
く
れ
た
、
活
動
へ
の
思
い
が
す
ば
ら
し
い
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。
南
さ
ん
は
、
み
ん
な
に
そ
う
じ
用
具
の
正
し
い
使
い
方

を
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を
も
ち
、
正
し
く
使
う
こ
と
が
で
き
て

い
る
学
級
の
様
子
を
録
画
し
て
、
各
学
級
に
し
ょ
う
か
い
し
た
そ
う

で
す
。

こ
の
話
を
聞
き
、
五
年
生
の
時
に
さ
い
ば
い
委
員
会
で
自
分
が
行
っ

た
活
動
を
ふ
り
返
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
当
番
の
日
に
水
や
り
を
す

る
だ
け
で
、
南
さ
ん
の
よ
う
に
、
み
ん
な
の
た
め
に
新
た
な
活
動
を
提

案
で
き
な
か
った
こ
と
を
反
省
し
ま
し
た
。

わ
た
し
は
今
年
、
運
動
委
員
に
な
り
ま
し
た
。
運
動
が
苦
手
な
人

も
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
ル
ー
ル
や
道
具
を
く
ふ
う
し
た
、

お
に
遊
び
や
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
を
各
学
級
に
し
ょ
う
か
い
し
た
い
で
す
。

川口さん

書き手の目的や意図をペアやグループで共通理解することで、目的や意図に応じた

文章の構成や展開になっているかを判断することができ、よさを見付けやすくなります。

最後の段落で、最初の
段落の内容をより具体的に
書いているから、今年がん
ばろうとしていることが
詳しく伝わってきたよ。
私も、こんなふうに書い
てみたいな。

よかった。他に気付いた
ことはあるかな。

五年⽣の時の反省を⽣か
して、新しい活動を提案
することを考えていていい
よね。上級⽣が話してくれ
たことや、委員会で活動し
たことを基にしているか
ら、更にがんばりたいこと
が伝わってきたよ。

⾃分ががんばりたいことや⼯夫して書いたところが伝わってうれしいな。
詳しく書いてよかった。次は、川⼝さんの⽂章を読んだ感想を伝えるね。

川⼝さんは、よさに気付いたり、⾃分の表現に⽣かそうとしたりしているな。
島⾕さんも、⾃分の⽂章の構成のよさを⾒付けることができているな。この
ペアはこのまま伝え合わせよう。

【
島
谷
さ
ん
が
書
い
た
文
章
】

３
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ペア２
教師が働き掛けることで、書こうとしたことが明確に表現されているかに

ついての伝え合いから、文章全体の構成や展開についての伝え合いに高まった例

小池さん

二つのがんばりたいこ
とが伝わるかな。

古橋さん

書き手が工夫したところを自ら伝えられるように、教師が下書きから変えた理由を尋ねる

などして書き手に思いを表出させたり、工夫やよさに気付かせたりすることが大切です。

そうすることで、自分の文章のよいところが明確になります。

「運動」と「読書」だね。
がんばりたいことが分か
りやすいよ。ことわざが
あるのもいいね。

小池さんは、推敲の
ときにことわざを最初の
段落に書き加えていまし
たね。どうしてそうしよ
うと思いましたか。

古橋さんは、書こうと
したことやことわざにつ
いても気付いているな。
でも、ことわざを最初の
段落に書き加えたよさや
文章全体の構成のよさに
ついても気付かせたいな。

そうだったんだ。ことわざの「最初の○○」を運動や読書のときにも文章
全体を通して繰り返し使っているので、小池さんの「今年、いろいろなこと
にあきらめずに挑戦したい」という思いが伝わったよ。

ことわざを書き加えてよかった。意識していなかったけれど、最初に
「いろいろなことに挑戦したい」という思いを書いて、その後、具体的な
ことを書いた構成もよかったんだな。

伝え合いを通して、二人ともことわざを書き加えたことのよさを言語化し、
文章全体の構成のよさや内容や表現の一貫性を意識して書くことのよさに
気付くことができたみたいだな。

自分ががんばろうと決意したきっかけをくれた言葉だったので、文章の
はじめに書き加えました。

３
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ペア３
教師が働き掛けることで、内容の共感や表現の工夫についての伝え合いから、

文章全体の構成や展開についての伝え合いに高まった例

福田さん

みんなが共感してくれるといいなと思って書いたけれど、うまく書けて
いるか不安だな。

村木さん

必要な場合には教師がペアやグループの伝え合いに参加し、文章のよいところを児童

から引き出したり、児童の発言を価値付けたりすることが大切です。

頼られる六年⽣になりたい
というところがいいね。
「じっと」や「そっと」など
の⾔葉がいいね。

「
一
年
生
に
た
よ
ら
れ
る
六
年
生
に
な
る
。
」

こ
れ
が
、
わ
た
し
の
今
年
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
だ
。

一
年
生
が
入
学
し
た
時
、
わ
た
し
は
教
室
の
前
で

一
年
生
を
む
か
え
た
。
一
年
生
は
、
な
か
な
か
教
室
に

入
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
。
ろ
う
下
か
ら
教
室
を
じ
っ
と

見
つ
め
る
小
さ
な
目
か
ら
大
き
な
き
ん
張
が
伝
わ
っ
て

き
た
。
わ
た
し
は
、
そ
っと
一
年
生
の
背
中
を
お
し
た
。

教
室
に
入
っ
て
い
く
一
年
生
の
後
ろ
姿
を
見
て
、
こ
れ

か
ら
わ
た
し
が
リ
ー
ド
し
な
く
て
は
、
と
思
った
。

一
年
生
が
安
心
し
て
楽
し
く
学
校
で
過
ご
せ
る
よ

う
に
、
自
分
か
ら
進
ん
で
声
を
か
け
た
り
、
助
け
た

り
し
た
い
。
そ
し
て
、
わ
た
し
が
卒
業
す
る
時
に
は
、

あ
ん
な
六
年
生
に
自
分
も
な
り
た
い
と
思
って
も
ら
え

る
よ
う
な
六
年
生
に
な
り
た
い
。

このペアは、内容や表現の
よさは伝え合えているな。
さらに、⽂章全体の構成や
展開のよさを伝え合ってほし
いな。働き掛けてみよう。

⼊学した時の⼀年⽣の様⼦を詳しく書いているから、⾃分たちががんばら
なければと思ったことがよく分かります。「⼩さな⽬から⼤きなきん張」や
「⼊学した時」と「卒業する時」のように、反対の⾔葉を使っているのも
いいと思います。

なるほど。今年がんばりたいことを最初に宣⾔したのですね。その後に
きっかけとなったことを具体的に書くことで、決意の強さが伝わってくるの
ですね。村⽊さんの⾔うとおり、「⼩さな⽬」と「⼤きなきん張」、「⼊学し
た時」と「卒業する時」など、対⽐して書いてあることで、「たよられる
六年⽣」ということが更に強調されますね。福⽥さんは、⾃分の⽂章のよ
さを⾒付けることができましたね。

たしかに、そうですね。福⽥さんは、⾃分の⽂章で気に⼊っているところ
はありますか。

今年、いちばんがんばりたいことを⽂章の最初に⼀⽂で短くはっきりと
書いたところは、⼯夫したところです。

【
福
田
さ
ん
が
書
い
た
文
章
】

よい感想ですね。村⽊さん
は、どうして、そう思いまし
たか。

３
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振り返り 自分の文章のよさを書き、学級全体で読み合う

【活用のポイント】

○ 学級の児童の状況に応じて、一単位時間の展開を工夫することが大切です。ペア３の

ように、自分たちだけで文章全体の構成や展開について伝え合うことが難しい状況が

多く見られる場合は、最初に学級全体で伝え合いの観点を確認してから、ペアやグループ

の活動に入る方法が考えられます。一方で、ペアやグループでの伝え合いを終えた後に

伝え合ったことを学級全体で交流することが効果的な場合もあります。

○ 他教科等において書いた文章を読み合う場面でも、よさを見付け合う活動を展開する

ことが考えられます。様々な場面で日常的に行うことで、自分の文章を読み返したり、

そのよさを見付けたりする態度が習慣化されることが期待されます。

小池さんみたいに
引用することで、自
分の思いを伝える方
法もあるんだなあ。

みなさん、友達が書いた文章のよさだけでなく、自分が書いた文章の
よさを見付けることができましたね。お互いの振り返りを読み合って、
次の学習にも生かしましょう。

福田さんの振り返
りを読むと、僕と
一緒で、最初に簡単
に書いて、後から具
体的に書いたんだな。
福田さんが書いた文
章も読みたいな。

文章について意見や感想をたくさん伝え合うことができましたね。この
時間の振り返りとして、伝え合ったことを基にして、自分が書いた文章の
よさを書きましょう。

小池さん
福田さん

おじいちゃんに
成長した姿を手紙
で伝えたいな。

３
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設問三 ア、イ、ウ

趣旨

学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第５学年及び第６学年〕 知識及び技能

⑴ 言葉の特徴や使い方に関する事項

エ 第５学年及び第６学年の各学年においては、学年別漢字配当表の当該学年までに配当

されている漢字を読むこと。また、当該学年の前の学年までに配当されている漢字を

書き、文や文章の中で使うとともに、当該学年に配当されている漢字を漸次書き、文や

文章の中で使うこと。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

３ 三 １ 「録画」と解答しているもの 65.3 ◎

ア ２ 「録」と解答しているが、「画」と解答していないもの 1.7

３ 「録」と解答していないが、「画」と解答しているもの 20.3

99 上記以外の解答 4.6

０ 無解答 8.0

三 １ 「反省」と解答しているもの 58.9 ◎

イ ２ 「反」と解答しているが、「省」と解答していないもの 20.6

３ 「反」と解答していないが、「省」と解答しているもの 1.7

99 上記以外の解答 8.7

０ 無解答 10.1

三 １ 「親（しむ）」と解答しているもの 67.2 ◎

ウ 99 上記以外の解答 18.1

０ 無解答 14.6

２．分析結果と課題

○ 三アの解答類型２の反応率は1.7％、解答類型３の反応率は20.3％である。「ろくが」の「が」

は「画」として文の中で正しく使うことはできるが、「録」を文の中で正しく使うことに

課題があると考えられる。「録」については、同じ部分をもつ「緑」と解答している児童が

見られた。

○ 三イの解答類型２の反応率は20.6％、解答類型３の反応率は1.7％である。「はんせい」の

「はん」は「反」として文の中で正しく使うことはできるが、「省」を文の中で正しく使う

ことに課題があると考えられる。同じ読み方をする「成」、「生」、「正」、「性」と解答して

いる児童が見られた。

○ 三ウは、平成28年度【小学校】国語Ａ１二２（正答率74.0％）と同一の漢字を扱った

問題である。本設問の正答率は67.2％であり、漢字を文の中で正しく使うことに課題がある。

解答類型99の反応率は18.1％である。同じ読み方をする「下」と解答している児童や、

同じ部分をもつ「新」と解答している児童が見られた。また、「楽」と解答した児童が見ら

れたことから、「親しむ」の意味を捉えることができていない児童もいたと考えられる。

３
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３．学習指導に当たって

同じ部分や同じ読み方をする漢字を注意して使う

○ 漢字を文や文章の中で使うことに課題が見られるため、学習指導に当たっては、文や文章

の中で使おうとする習慣を身に付けるようにするとともに、当該学年に配当されている漢字

を漸次書き、文や文章の中で使うように指導することが重要である。

そのためには、同じ漢字を繰り返し練習することにとどまらず、学習において感想や振り

返りを書く場面や、日常生活において日記を書く場面などで漢字を使うことを意識した取組

が必要である。その際、同じ部分をもつ漢字や同じ読み方をする漢字に注意して書くことを

指導することが大切である。

漢字の学習指導に当たっては、以下の資料も参考になる。

（参照）

①「平成28年度【小学校】報告書」p.27
https://www.nier.go.jp/16chousakekkahoukoku/report/data/16plang.pdf

②「平成29年度【小学校】報告書」pp.48-50
https://www.nier.go.jp/17chousakekkahoukoku/report/data/17plang.pdf

③「平成30年度【小学校】報告書」p.49
https://www.nier.go.jp/18chousakekkahoukoku/report/data/18plang.pdf

①平成28年度【小学校】報告書 ②平成29年度【小学校】報告書 ③平成30年度【小学校】報告書

３
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設問四

趣旨

漢字や仮名の大きさ、配列に注意して書くことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第３学年及び第４学年〕 知識及び技能

⑶ 我が国の言語文化に関する事項

エ 書写に関する次の事項を理解し使うこと。

(ｲ) 漢字や仮名の大きさ、配列に注意して書くこと。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

３ 四 １ １ と解答しているもの 2.5

２ ２ と解答しているもの 7.6

３ ３ と解答しているもの 5.7

４ ４ と解答しているもの 78.0 ◎

99 上記以外の解答 0.3

０ 無解答 5.9

２．分析結果と課題

○ 解答類型２と、解答類型３の反応率の合計は13.3％である。この中には、相手の読みやすさ

を考えて、「文字の大きさ」や「文字と文字との間」に注意して書くことの大切さは理解して

いるものの、島谷さんが、行の中心に文字の中心をそろえて書き直していることを捉える

ことができなかった児童がいたと考えられる。

３．学習指導に当たって

漢字や仮名の大きさ、配列に注意して書く

○ 漢字や仮名の大きさとは、漢字と漢字、漢字と仮名、仮名と仮名との相互のつり合いから

生じる相対的な大きさのことである。画数の多い文字ほど大きく書き、画数の少ない文字

ほど小さく書くと、並べたときに読みやすい文字列になる。配列に注意してとは、行の中心

や行と行との間、文字と文字との間がそろっているなど文字列及び複数の文字列に注意して

ということである。読みやすい文や文章を書くには、一文字一文字を整えることに加え、

文字の集まりという面から整えることが重要である。

本設問では、島谷さんが、手紙を書き直す際に、相手の読みやすさを考えて、行の中心に

文字の中心をそろえて書いていることを捉えることが求められる。

実際の授業においても、相手にとって読みやすいかということを意識して書くことを指導

することが重要である。その上で、本設問で手紙を書く場面を設定したように、漢字や仮名

の大きさや配列に注意して書く場面を設定すると効果的である。毛筆で学習したことを日常

生活で生かすことを意識できるように指導することも大切である。

書写の学習指導に当たっては、以下の資料も参考になる。

（参照）

「平成28年度【小学校】報告書」p.47
https://www.nier.go.jp/16chousakekkahoukoku/report/data/16plang.pdf

３
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